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2012年版環境・社会報告書の発行に当たり、ＫＹＢグ
ループの環境保全・社会貢献の概況報告と、持続可能な
社会の実現に向けて今後ＫＹＢグループが果たしていく
べき役割と取り組みについて申し述べたいと思います。

ＫＹＢグループ力をもって地球環境の保全と
社会の発展へ貢献していきます。

2011年度の環境保全と社会貢献への取り組みの成果
について

東日本大震災の復興の一助となる製品を提供するこ
とによる社会への貢献と、地球環境保全のための省エ
ネルギー化製品を生み出せたことによりＫＹＢグルー
プらしい成果が出せた年でした。
　
　2011年度のＫＹＢグループ連結での売上高は、東日本大
震災、中国の建設機械需要の減少、タイ洪水、円高等の影響
もありましたが期首目標の3,290億円を上回る3,371億円
という結果となりました。事業利益については目標としてい
た170億円を上回る228億円という結果となりました。
 ＫＹＢグループでは地球環境に配慮した省エネルギー製品
として油圧ショベルに搭載する「電動油圧省エネシステム
（EHESS）」の製品化や、モノづくりに関しては仕入れから製
品をお客様に提供するまでのリードタイムを半減する「ＬＴ
50活動」により、省エネルギー活動を推進してきました。
　地震の多い日本で高層ビルなどの揺れを低減させる効
果のある免震・制震装置は多くのお客様に安心を提供して
います。これまで免震・制震装置用ダンパは鉱物油を使って
いましたが、このたび機能向上と環境への配慮を両立させ
た油を使わない「回転慣性質量ダンパ」を商品化しました。
「回転慣性質量ダンパ」は建物の揺れを効率よく回転エネル
ギーに変換し、高い減衰力を持たせることができるため設
置本数を従来の１/3に抑えられ、耐震改修工事の負担を低
減させることが可能です。免震・制震装置は多くの高層ビル
や東京スカイツリーなどに採用されており、その中でも東京
駅のレトロフィット(復元･免震化工事)では歴史ある構造物
を守るためにＫＹＢグループの技術が活躍しています。
※電動油圧省エネシステムと免震・制震装置の詳細については8ページから
　の特集記事をご覧ください。
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トップメッセージ

2012年度のＫＹＢを取り巻く状況について

世界の自動車市場が拡大する一方で、日本の自動車
市場は海外シフトの進行と低価格競争がますます激
しくなります。さらに、建設機械も中国市場を中心に
油圧機器メーカ各社とのコスト競争が激化。一方で、
鉱山用超大型機械の需要が急増し、それに対応する
生産体制の整備が急務となっています。

　2012年度は東日本大震災からの復興需要、タイ洪水影
響の収束、中国市場の景気回復基調により、自動車・建設機
械ともにグローバルで市場は拡大すると予測します。ＫＹＢ
グループとして自動車部品は海外でも稼げる体制づくり、建
設機械部品はお客様のご要求に十分応えることができる生
産体制の構築を進めます。加えて世界で勝てる原価のつく
りこみのためにＫＹＢグループでの内製化、および現地調達
化率向上の取り組みを進めていきます。
　また日本国内では特に原子力発電所の再稼動が困難に
なっている状況もあり、省エネルギーへの要求が強くなって
きています。ＫＹＢグループでは消費エネルギー低減のため
に省エネ製品の開発を行うと同時に、企業活動を営む上で
の省エネ活動も積極的に推進していきます。

中期計画達成に向けて
2012年度は世界で稼げる体制づくりと電子技術
の強化を図るため、「人財育成」と労働災害撲滅を
推進し、中期計画のゴールに向けて加速していき
ます。

　増産対応、技術力強化のために技術者を大幅増員し、グ
ローバルでの体制強化を進めています。
 しかしながら、単なる増員だけでは中期計画を達成するこ
とができないため、いかにして人を育てるかが重要となって
きます。当社では「人材」を「人財」と考え、「人財育成」を重要
なポイントと位置付けています。ＫＹＢグループでは語学研
修として「海外研修生派遣制度」を設けており、半年までの
短期語学派遣制度や2年にわたるトレーニー制度などの教
育プログラムを設定しています。

　またグローバルの拠点メンバーが一堂に会しての研修や
情報交換の場の設定等を行い“モノづくり”企業を支える「人
財育成」に力を入れています。働きやすい職場環境構築のた
めにワークライフバランスの考え方、女性従業員活躍の支
援、高齢者再雇用制度の採用、障害者雇用、外国人雇用、育
児・介護・ボランティアなど各種休職制度の対応などを進め
ており、従業員が働きやすい環境づくりにも力を入れていま
す。詳細は11ページ、30ページの記事をごらんください。
　一方で2011年度は、ＫＹＢグループの全世界の拠点にお
いて労働災害の件数が増加するという異常事態となりまし
た。このことを重く受け止め、2012年度の最重点課題を「安
全はすべてに優先」とし、早期にリスク評価を済ませ、危険箇
所の徹底撲滅を進めていく所存です。

2012年度にＫＹＢグループが果たしていく役割について
KYBグループは「力強さと快適さ」を提供する企業と
して、人と地球に優しい製品づくりをするとともに、
環境保全活動・社会貢献活動を経営に対する評価の
重要な指標と位置付けています。

　本業はもちろんのこと、環境についてもＫＹＢグループ環
境方針を定め、環境負荷の低減活動・地球温暖化防止・省エ
ネ・化学物質の管理と使用量低減・廃棄物排出量低減に取り
組むとともに、環境配慮型製品の開発と普及に向けてグ
ローバルで取り組んでいます。海外拠点での具体的活動に
ついては32ページからの「グローバルに広がるKYBグルー
プ」の記事をご覧ください。
　ＫＹＢグループの環境と社会への取り組みを、本報告書を
通じてご理解いただき、より多くのステークホルダーの皆様
から引き続きご支援を賜れば幸いです。また本報告書に対
する感想のみならず、ＫＹＢグループに対する忌憚のないご
意見をお寄せください。

ＫＹＢ株式会社
代表取締役社長
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KYBグループの目指すもの

Our Precision, 
Your Advantage

企業理念

企業の社会的責任がますます重要視される中、
KYBグループではステークホルダーの皆様の満足を得られる
企業グループとなることを目指し、
経営理念のもと、私たち一人ひとりが企業の責任を自覚し、
法令を遵守し行動に結びつけ、信頼される企業であり続けるために
企業価値向上を図っていきます。

人々の暮らしを安全・快適にする技術や製
品を提供し、社会に貢献するKYBグループ

1.高い目標に挑戦し、より活気あふれる
企業風土を築きます。

2.優しさと誠実さを保ち、自然を愛し環境
を大切にします。

3.常に独創性を追い求め、お客様・株主様・
お取引先様・社会の発展に貢献します。

行動指針
（1）企業倫理の確立と実践
（2）お客様第一主義の徹底
（3）製品安全の追求
（4）適正な会計・決算処理
（5）情報開示
（6）法令の遵守
（7）お客様との取引
（8）お取引先との取引
（9）迅速な苦情処理

経営ビジョン

1.人財育成
方針や戦略を深く理解し、情熱をもって目標を完遂できる人財を育成する。

2.技術・商品開発
世界のお客様が感動し、安心し、そして信頼される商品を提供する。

3.モノづくり
お客様が満足する商品をつくる喜びと躍動感に溢れ、同時に現場主義に徹
した緊張感ある工場にする。

4.マネジメント
企業の社会的責任を常に自覚し、効率のよいグループ経営を行う。 KYBグループの社会的責任

　KYBグループでは事業活動の中で常に独創性
を追い求め、お客様・株主様・お取引先・社会の発
展に貢献することを目指しています。
　当社では経営理念とビジョンに基づいたCSR
活動を各部署の年度実施項目に掲げ実践してい
ます。そしてその行動をチェックして改善改新の
サイクルを継続して実践しています。
　従業員は当社の行動指針を携行しており、CSR
の重要性の認識を深めています。

（10）業界団体等、諸団体の活動参加
（11）反社会的勢力との決別
（12）インサイダー取引の禁止
（13）知的財産権の保護
（14）企業秘密の保持
（15）個人情報の保護
（16）その他会社財産の保護
（17）地域社会との共生
（18）自然環境の保護

（19）労使協調
（20）安全衛生
（21）教育および能力開発
（22）差別行為の禁止
（23）ハラスメント行為の禁止
（24）児童労働、強制労働の禁止
（25）良好な職場環境の維持・改善

KYB
グループ

  社会
地域・社会への貢献
取引先との共生、地域社会共生

Vision

■ KYBグループとステークホルダーの
　 皆様との関係

■ KYBの目指す姿

環境経営、環境・
社会報告書、省エネ品質、CS、新製品開発技術

人権、労働安全衛生、人財育成経済的貢献、内部統制
KYBが目指すのは、モノづくりのよろこびが社会の発展を
支え、人々の笑顔につながっていく、そんな世の中です。

KYBブランドが実現したい世界

モノづくりが人々の笑顔につながる世の中

Mission

KYBは、これまで培われてきた確かな技術力を生かして、
お得意先様や市場に価値ある提案のできる企業であり続
けます。
新しい価値やかつてない満足を、お得意先様に提供して
いくために、自らの足で、一歩先に進んだモノづくりを実
践していきます。

KYBブランドが果たすべき使命

一歩先のモノづくり

Value

感覚的価値 ： 心地よい暮らし、モノづくりのよろこび
機能的価値 ： 確かな品質
KYBがエンドユーザーに約束する価値。
それは、独創的な技術と真摯な製品開発がもたらすワン
ステージ上の「心地よい暮らし」です。
KYBがお得意先様に約束する価値。
それは、エンドユーザーまでも「お得意先様」と考えること
から生み出される「確かな品質」です。
KYBが従業員に約束する価値。
それは、一人ひとりが世の中を変えていくことを実感でき
る「モノづくりのよろこび」です。

KYBブランドがお届けする価値

心地よい暮らしを導く技術

Value
心地よい暮らしを
導く技術

Vision
モノづくりが
人々の笑顔に
つながる世の中

Mission
一歩先の
モノづくり
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ＫＹＢの新技術紹介

電動油圧省エネシステム
「ＥＨＥＳＳ」

ＫＹＢの免震、制震技術紹介

地震から『命』・『財産』を守る、
KYBの免震・制震技術
　2011年3月11日に発生した東日本大震災は、日本における観測史上最大規模の
マグニチュード9.0を記録しました。この地震の大きな特徴の一つは、長周期震動によ
り震源から遠く離れた超高層建物が大きく揺れたことです。震度5強を記録した東京
都内の高層ビル群は大揺れし、倒壊はありませんでしたが、天井や壁等、内部が大き
く破損しました。
　大きな被害を出した都内の高層ビル街で大きな効果を発揮したのがKYBのオイル
ダンパによる制震効果です。

　制震で耐震改修を実施した新宿センタービルの場合、500kNサイズの変位依存型
のオイルダンパが288基装着されており、東日本大震災の長周期地震動に対して短
辺方向の建物の減衰が1.3%から2.7%に増加し、22%低減される効果が得られまし
た。ダンパ有無による建物の変形の比較データ（図１）を見ていただいてもわかるよう
に、大きな制震効果を示していることが証明されました。
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図１　新宿センタービル制震ダンパの効果（データ提供 : 大成建設株式会社様）

ＫＹＢの制震技術

図１ 新宿センタ ビル制震ダンパの効果（デ タ提供 大成建設株式会社様）
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　私は2011年3月11日の東日本大震災
のときに東京におり、その揺れの強さとた
びたび起こる余震から自然災害の恐ろしさ
を改めて痛感しました。そのため、免制震装
置の業務に携わることで、地震
の脅威から一つでも多くの建物
を守れればと考えています。現
在は効率的に地震の揺れを抑
えることができるセミアクティ
ブダンパの設計を行っており、
既存の高層ビルへ設置すること
で地震から建物を守ることが
できます。
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回生油圧（戻り・余剰油）の流れ

既存システムでの油の流れ

※CGおよび図解イラストは仕組みを説明するためのものであり、実際の配置とは異なります。※CGおよび図解イラストは仕組
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アシスト・
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バルブ

油圧ポンプ油圧

エンジン

油タンク

ブーム下降時の戻り油

スタンバイ時の油の流れ 補充エネルギー
電力を供給

回生油圧エネルギー

回生油圧エネルギー
旋回起動停止時の余剰油

Add-on

母機システムにEHESS
システムをそのまま搭載

従来の油圧回路

　ＫＹＢは今までにない新しい建設機械向けハイブリッドシステムを開
発しています。
　ＫＹＢの電動油圧省エネシステム（ＥＨＥＳＳ：Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｈｙｄｒａｕｌｉｃ
Ｅｎｅｒｇｙ Ｓａｖｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ）は油圧パワーショベルの動作の中でエネル
ギーに変換できる油を有効利用し、直接アシスト供給する“油圧屋に
しかできないハイブリッドシステム”です。また、操作性を損なうことな
く従来の母機に搭載が可能で、万が一システムがダウンしても母機
の基本油圧機能は維持できます。
　今後もＫＹＢは母機メーカ様独自のシステムとの共存および応用が
できる省エネシステムを提案していきます。

※当社調査：20トンクラスパワーショベルの
　標準作業モード時比較

EHESSの優れた実用性

高い省エネ性能

高度な
フレキシビリティ
高いロバスト性

高いエネルギー効率
・ 戻り油の油圧エネルギーをダイレクトに再利用　
・ 余剰エネルギーは電気に変換して蓄電
・ 戻り油がないときも、蓄電したエネルギーで
電動駆動アシストポンプを作動させ、
アシスト供給可能

30％ 10％

燃費低減

フルアシスト時 連続運転時

以上低減 以上低減

（ 油圧とバッテリーに
　よるアシスト時 ）

（ バッテリー使用分の
　回復充電含む ）

・ 燃費消費量低減、CO₂削減

①従来の油圧回路の使用が可能    
②仮にアシストシステムがダウンしても、
　母機の基本油圧機能、作動を維持

①既存の母機に操作性を損なうことなく
　搭載可能    
②ネガコン、ポジコン、LSすべてのシステム
　に対応

高い適用性

highlight
2011

写真1　新宿センタービルとオイルダンパ 

表1　都心のKYBダンパ装着制震高層ビル

写真2　オイルダンパの摺動跡
　　　  （最大ストローク：９ｍｍ） 
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・ 戻り油がないときも、蓄電したエネルギーで
電動駆動アシストポンプを作動させ、
アシスト供給可能
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　母機の基本油圧機能、作動を維持

①既存の母機に操作性を損なうことなく
　搭載可能    
②ネガコン、ポジコン、LSすべてのシステム
　に対応
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highlight
2011

写真1　新宿センタービルとオイルダンパ 

表1　都心のKYBダンパ装着制震高層ビル

写真2　オイルダンパの摺動跡
　　　  （最大ストローク：９ｍｍ） 



　ＫＹＢ製品は世界中で生産され、世界中のお客様に届けられています。各拠点によって品質や生産性に差
があってはＫＹＢグループ全体の信頼を失うことにもなりかねません。
　そこで、世界のどの拠点で製造されたものでも、同じ品質を保てるようにするために、モノづくり技術の
レベルアップを目標とした「グローバル技術者研修」を実施しています。『世界中のお客様から信頼される
グローバル企業になる』ことをスローガンにグループ全体で取り組んでいます。

　今中期経営計画の重点方策にも取り上げられている「ＬＴ５０活動」とはモノづくりのリードタイムを50％
削減する活動のことをいいます。リードタイムを５０％削減できたら、さらに５０％削減、さらに50％・・・と永
続的に実施し続ける活動です。リードタイムを切り口にして、機械故障や品質不良をはじめとしたさまざま
な問題を改善することにより、その結果としてＱ（品質）、Ｃ（コスト）、Ｄ（納期）、Ｓ（安全）、Ｍ（モラル）、そして
Ｅ（環境）もよくなり、最終的に利益につながります。
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グローバル技術者研修を受けて
（めっきコース受講）

AGUS UMARYANTO
PT KAYABA INDONESIA

　グローバル技術者研修は研修資料が充実してい
て、講義に関しても豊富な知識と経験に基づいてい
るので勉強になりました。参加者同士の情報交換の
場としても有益で、判断基準設定のためにほかの工
場のことを知るのは大切だと認識しました。
　研修の最後に改善案を作成し、自工場のめっき治
具の交換頻度を低減できました。また、ほか
の参加者から、不純物除去装置の情報を得
ることができたので導入を検討しています。
　グローバル研修で学んだことを自工場の
同僚にも伝えていきたいと思います。

INSIDE

FEATURE02
“モノづくり”企業を支える技術力向上、人財育成特集

2
世界中どの国で生産されたものでも、
品質の差を出さない「グローバル人財育成」

リードタイムを５０％削減。モノづくり企業
ＫＹＢの未来につながる「ＬＴ５０活動」

グローバル技術者研修
　2006年から継続的に実施されている集合研修「グローバル技術者研修」は、①モノ
づくり現場での意識改革による「海外生産拠点の自立化」②ＫＹＢ固有技術を共有化し、
「世界同一品質の確保」③グローバルでの「ＫＹＢグループ意識の醸成」を狙いとして、
現地・現物で「対話方式の講義」・「汗を流す実習」・「先進工場の見学」を取り組みの三本
柱として実施しています。
　急速に進むグローバル化に対応して、海外生産拠点の技術力の底上げとエキスパー
トによる現地支援の強化が急務となっていました。そこで全グループ会社共通の取り
組みとしてはじまったのがこの「グローバル技術者研修」です。研修生は基礎技術を習
得して、学んだノウハウをベースに自信を持って自発的に改善を行えるようになり、ま
た、この研修への参加自体が、従業員のモチベーションアップにもつながっています。
　2011年度は4コースを実施し、海外12拠点から39名が参加して、これまでの修了
者総数は192名となりました。今後も継続してこの取り組みを推進し、全グループを通
して技術力の底上げを行い、ＫＹＢ製品の品質向上に努めます。

工場におけるリードタイム短縮への取り組み
　既存の工場では、まずモノづくりの基本（モノづくりはこうあるべきという項目。代表例：工程の順番に機械を並べる、部品の番号
別に置く、等）のできていないところをやり直すことからはじめています。ムリ・ムラ・ムダを省いて、ルールをつくり直し、運用する
ことで作業がやりやすくなり、自分から「もっとやりやすいように改善しよう」という姿も見られ、この活動を通しての人財育成も行
われています。また、ムリ・ムラ・ムダをなくすことが人に優しく、地球にも優しいということになります。
　新しい工場では、計画の段階よりモノづくりの基本を盛り込んで、ムリ・ムラ・ムダがなく立ち上がるように進めています。そうい
う工場がグローバルで立ち上りはじめています。

改善事例１ ： 「まとめて作る」から「一つずつ作る」へ
＜改善前＞
１工程目で加工が終わった部品をまとめて運ぶので、次の工程と
の間に在庫がたくさんありました。

新入社員研修
　グローバル成長戦略を支える世界のどこでも戦える人財を確保するためには、専門性を磨き、国境や地
域の枠を超えて自ら働き、任務を完遂できるグローバル人財を育成する必要があります。
　「百聞は一見にしかず」という言葉が示すように、いかにメディアが発達しても，自分の目で見て肌で感じ
ることが最も異文化を知り、理解することにつながります。特に、「文化の違い」「国情の違い」等を、日本で
の知識・経験のみで把握することは難しいと考えます。そのため、新入社員に真のグローバル人財を目指し
てもらうために、２０１１年９月、２泊３日で、中国統轄会社（ＫＣＩ）を中心として、
KIＭＺ・ＫＨＩＺ・KWTへ出向き、海外従業員の活躍、駐在員の活躍を自分の目
で見て肌で感じてきました。また、海外拠点に実際に訪問したことで、拠点先
のよさをたくさん知るとともに、改めて日本のよさも確認できたと思います。
　今後も、グローバル人財育成につなげる研修に継続して取り組んでいき
ます。

「とにかくやってみる」という姿勢が重要

　「ＬＴ５０活動」の考えを取り入れた設備の配置や完成品置場の検討を行い、必要な物を必要なぶ
んだけ生産する仕組みづくりと道具製作を自分たちの手で行いました。その結果、目標である仕
掛在庫０．２５カ月に対し０．１７カ月まで在庫を低減することができました。改善が進むにつれ、作業
者の意識が変わってくるのを肌で感じ、また「とにかくやってみる」ということの大切さを、活動を
通して実感できました。

INSIDE

＜改善後＞
各工程をつなげて一つのラインにし在庫を減らしました。
作業台は１個ずつ作業できるように自分たちで製作しました。

第１工程 第１工程 仕掛在庫８０％削減
完成時間３０％削減
スペース５０％削減

仕掛在庫９０％削減

在庫の山 在庫の山 連結

第2工程 第2工程

改善事例２ ： 「ラインの都合で作る」から「在庫を見ながら必要な物を作る」へ
＜改善前＞
Ａライン、Ｂラインは生産した部品をＣラインにどんどん運ぶ。Ｃラ
インの在庫の山はA、Bラインから見えないところにあるので、心
配になり、どんどん生産する。

＜改善後＞
Ａライン、Ｂラインは生産した部品をラインの横に置く。
Ｃラインは必要なときに必要な量だけ引き取る。Ａライン、Ｂライン
は在庫を見て、少なくなった部品を生産する。

Ａライン

心配だから
生産しておこう

生産したら
どんどん運ぶ

在庫の山
Bライン

Cライン

Ａライン

在庫を見て少なく
なったら生産

必要なときに必要な
量を取りに行く

必要最低限の在庫

Bライン
Cライン

佐々木 康彦相模工場 ＰＰＭ小型製造課

▶

▶
▶

▶
適正在庫

適正在庫

▶

現場実習

作業台

工場見学 品質評価 4カ国語での講義

KWT見学

KIMZ・KHIZ
合同での改善事例発表会

KHIZ見学

※KYBでは、「組織をつくるのは人であり、人は組織の財産です。」という考えのもと、人材を「人財」と表現しています。
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　新しい工場では、計画の段階よりモノづくりの基本を盛り込んで、ムリ・ムラ・ムダがなく立ち上がるように進めています。そうい
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改善事例１ ： 「まとめて作る」から「一つずつ作る」へ
＜改善前＞
１工程目で加工が終わった部品をまとめて運ぶので、次の工程と
の間に在庫がたくさんありました。
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＜改善後＞
各工程をつなげて一つのラインにし在庫を減らしました。
作業台は１個ずつ作業できるように自分たちで製作しました。
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改善事例２ ： 「ラインの都合で作る」から「在庫を見ながら必要な物を作る」へ
＜改善前＞
Ａライン、Ｂラインは生産した部品をＣラインにどんどん運ぶ。Ｃラ
インの在庫の山はA、Bラインから見えないところにあるので、心
配になり、どんどん生産する。

＜改善後＞
Ａライン、Ｂラインは生産した部品をラインの横に置く。
Ｃラインは必要なときに必要な量だけ引き取る。Ａライン、Ｂライン
は在庫を見て、少なくなった部品を生産する。
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※KYBでは、「組織をつくるのは人であり、人は組織の財産です。」という考えのもと、人材を「人財」と表現しています。



経営マネジメント

▶ ▶ ▶

▶

コーポレートガバナンス
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内部統制
▶ 基本的な考え
　KYBグループは市場のグローバル化が進展する中、企業価
値の向上を図るため、コーポレートガバナンスの強化を重要課
題として認識しています。また、当社は経営理念の実現を目標
に継続的な施策を実施し、ステークホルダーの発展を含めた、
社会への貢献を当社の使命と位置付けています。
　KYBグループは社外監査役を含む監査役制度を採用してい
るほか、監査役の職務執行を補佐する専門部署として監査部を
設置しており、社内においてはこの体制により経営監視機能を
果たしています。

▶ 企業の社会的責任
　KYBグループでは事業活動の中で常に独創性を追い求め、
お客様・株主様・お取引先・社会の発展に貢献することを目指し
ています。また事業活動はステークホルダー（関係者）の皆様と
の良好な関係なしには存続することができません。
　当社では、経営理念とビジョンに基づいたCSR活動を各部署
の年度実施項目に掲げ、実践しています。そしてその行動を
チェックして、改善、改新のサイクルを継続して実践しています。
　従業員は当社の行動指針を携行しており、CSRの重要性の
認識を深めています。

　コーポレートガバナンスを有効に機能させる前提として、財
務報告の信頼性を確保し、業務の有効性を高め、法令等遵守を
促すために、「内部統制システムの整備」および「内部統制機能
の強化」に注力することが必要不可欠であると考えています。
　具体的には、会社法に基づき「内部統制システム基本方針」
を取締役会で決議し、リスク管理体制整備、グループ管理体制
整備、社内コンプライアンス体制整備等の諸施策を推進して
います。
　また、金融商品取引法に基づき「財務報告に係る内部統制」
の整備・評価を法の定める手続きで行い、財務報告の信頼性を
確保するとともに、適正な情報開示を実践しています。

コンプライアンス
　ＫＹＢグループでは、「コンプライアンス」は「社会規範である
法律・命令・規則の遵守」にとどまらず、企業活動に伴う「定款・
社内規程・契約等の遵守」、さらに健全な企業活動を進めるた
めの「企業倫理の遵守」と考えています。

１．役員と従業員が企業活動を遂行する上で遵守しなけれ
ばならないルールとして「企業行動指針」を整備し、法令
遵守と企業倫理の確立に努めています。

２．役員をはじめ、階層別研修・分野別研修等を通じて、コン
プライアンス教育を実施しています。

３．全グループ企業を対象とする社内通報制度（即報・目安
箱）を整備しています。さらに、公益通報者保護法の施行
を受け、専用の通報・相談窓口を設置しています。

４．個人情報保護方針を定め、社内規程の整備を行い、社内
委員会の設置をしています。社外向けに、個人情報問い
合わせ窓口を設けています。

５．企業の反社会的勢力排除に関する取り組みが強く求め
られている中、ＫＹＢグループでは、取引先が反社会的勢
力との関係を有している等判明した場合に、契約を解除し
得るように、反社会的勢力との関係を有していないことを
書面で確認する等の取り組みを行っています。

▶ コーポレートガバナンス体制
　当社は、経営の監視機能と業務執行を分離し、意思決定の
迅速化と経営効率を高めるため、執行役員制度を導入してい
ます。
　取締役会は７名で構成され、原則として毎月１回開催してい
ます。また、取締役会を法令で定められた事項のほか、経営方
針など経営に係る重要事項の意思決定や経営執行の監視機関
と位置付けています。
　執行役員制度の導入に伴い、経営の基幹に係る重要事項を
審議する「執行役員会」とともに、国内関係会社の経営執行に
係る重要事項を審議する「国内関係会社経営会議」や、海外関
係会社の経営執行に係る重要事項を審議する「グローバル・ス
トラテジー・コミッティー」、さらに、取締役社長自らが工場現場
に出向き、各製品の品質問題ほか経営課題をフォローする「社
長報告会」などの会議体を設置し、グループ経営監視体制の強
化に取り組んでいます。
　監査役会は常勤監査役４名で構成されており、うち２名は社
外監査役です。社外監査役による監査により、実効性のある経
営監視が期待でき、有効なガバナンス体制がとられているもの
と判断しています。

▶ 「見える化」による自己管理
　KYBでは業務のルールや手続きは、規程・規則・要領にして
いますが、内部統制の業務処理統制ではさらに図式化（フロー
チャート）して仕事の流れを文書化しています。そうすること
で、これまでは担当者にしかわからなかった業務を「見える化」
することができます。担当者以外の従業員でも仕事の内容が
わかるようになり、どこかにリスクが存在していないか、チェッ
ク機能が有効に働いていて業務のコントロールがされている
かを確認・共有できる仕組みを取り入れています。
　2008年の4月より開始された金融商品取引法による内部
統制報告制度に伴い、KYB監査部ではKYBグループの決算に
影響を及ぼす可能性があるプロセスについて文書化を推進
し、評価を行っています。

健全な職場環境の
実現

人権
労働安全衛生
人財育成

役に立つ技術や
製品の提供

品質
CS

新製品技術開発

地球環境との
共存

環境経営
環境・社会報告書
省エネ工場

地域・社会への
貢献

経済的貢献
取引先様との共生
内部統制
地域社会共生

コンプライアンス教育の
自己学習（eラーニング）の実施

TOPICS 

　役員・従業員を対象として、eラーニングによるコン
プライアンス教育（行動指針、営業員向け教育、安全
保障貿易管理等）を実施しており、各教育において、
高い受講率を維持しています。

■ 業務内容のチャート図化

■ コーポレートガバナンス体制図

名称
受注品の確認
受注品インプット
ASSIST（受注）
内容確認
APISS（製品）
入庫確認
ASSIST
売り上げ
ASSIST

受注・発注・出荷

Eメール
・FAX

売り上げ処理

顧
客

生
産
管
理
部

IT/KYBS

詳細内容
担当者が品番、納期、数量に間違いや不適切がないか確認
受注品の確認・メール内容を見てインプットする
※販売管理システムでの処理
担当者が基準日程の中身を確認
※生産情報管理システムでの処理
部品が仕入先から納入後、入庫内容を確認する
※出荷データを受け取る
担当者が、画面にアクセスし、売上計上の処理を実施
※売上実績の集計

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

業　　務

受注品の
確認

1
内容
確認

4

ASSIST
(受注)

3
ASSIST
(製品)

5

ASSIST

7

ASSIST

9

▶ ▶ ▶

▶

受注品の
I/P

2
入庫
確認

6
売り上げ
8

　また、社外チェックという観点から、経営監視機能の客観性を
より一層高めるために、社外監査役のうち１名を独立役員とし
ています。

取締役会

代表取締役社長

執行役員会

常務執行役員会 社長
報告会

国内関係会社
経営会議

監査役会
（うち社外監査役2名）

選任・解任 選任・解任

連携

連携 監査

報告

内部監査

会

計

監

査

人
監査部

本社機能部署・事業本部・国内外グループ会社・支店・営業所

株 主 総 会

弁護士

CSR担当役員

法務部
（コンプライアンス担当）

グローバル・
ストラテジー・
コミッティー

▶ ▶ 選任・解任

（公益通報）

（即報）

（
目
安
箱
）

▶

▶

▶

▶
▶

▶
▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶
▶

▶
▶

▶

▶
▶▶

連携

会
計
監
査

▶▶

▶

▶

R
1

R
2

R
3

C
1

C
2

C
3

R
5
C
5

R
4
C
4



経営マネジメント

▶ ▶ ▶

▶

コーポレートガバナンス
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内部統制
▶ 基本的な考え
　KYBグループは市場のグローバル化が進展する中、企業価
値の向上を図るため、コーポレートガバナンスの強化を重要課
題として認識しています。また、当社は経営理念の実現を目標
に継続的な施策を実施し、ステークホルダーの発展を含めた、
社会への貢献を当社の使命と位置付けています。
　KYBグループは社外監査役を含む監査役制度を採用してい
るほか、監査役の職務執行を補佐する専門部署として監査部を
設置しており、社内においてはこの体制により経営監視機能を
果たしています。

▶ 企業の社会的責任
　KYBグループでは事業活動の中で常に独創性を追い求め、
お客様・株主様・お取引先・社会の発展に貢献することを目指し
ています。また事業活動はステークホルダー（関係者）の皆様と
の良好な関係なしには存続することができません。
　当社では、経営理念とビジョンに基づいたCSR活動を各部署
の年度実施項目に掲げ、実践しています。そしてその行動を
チェックして、改善、改新のサイクルを継続して実践しています。
　従業員は当社の行動指針を携行しており、CSRの重要性の
認識を深めています。

　コーポレートガバナンスを有効に機能させる前提として、財
務報告の信頼性を確保し、業務の有効性を高め、法令等遵守を
促すために、「内部統制システムの整備」および「内部統制機能
の強化」に注力することが必要不可欠であると考えています。
　具体的には、会社法に基づき「内部統制システム基本方針」
を取締役会で決議し、リスク管理体制整備、グループ管理体制
整備、社内コンプライアンス体制整備等の諸施策を推進して
います。
　また、金融商品取引法に基づき「財務報告に係る内部統制」
の整備・評価を法の定める手続きで行い、財務報告の信頼性を
確保するとともに、適正な情報開示を実践しています。

コンプライアンス
　ＫＹＢグループでは、「コンプライアンス」は「社会規範である
法律・命令・規則の遵守」にとどまらず、企業活動に伴う「定款・
社内規程・契約等の遵守」、さらに健全な企業活動を進めるた
めの「企業倫理の遵守」と考えています。

１．役員と従業員が企業活動を遂行する上で遵守しなけれ
ばならないルールとして「企業行動指針」を整備し、法令
遵守と企業倫理の確立に努めています。

２．役員をはじめ、階層別研修・分野別研修等を通じて、コン
プライアンス教育を実施しています。

３．全グループ企業を対象とする社内通報制度（即報・目安
箱）を整備しています。さらに、公益通報者保護法の施行
を受け、専用の通報・相談窓口を設置しています。

４．個人情報保護方針を定め、社内規程の整備を行い、社内
委員会の設置をしています。社外向けに、個人情報問い
合わせ窓口を設けています。

５．企業の反社会的勢力排除に関する取り組みが強く求め
られている中、ＫＹＢグループでは、取引先が反社会的勢
力との関係を有している等判明した場合に、契約を解除し
得るように、反社会的勢力との関係を有していないことを
書面で確認する等の取り組みを行っています。

▶ コーポレートガバナンス体制
　当社は、経営の監視機能と業務執行を分離し、意思決定の
迅速化と経営効率を高めるため、執行役員制度を導入してい
ます。
　取締役会は７名で構成され、原則として毎月１回開催してい
ます。また、取締役会を法令で定められた事項のほか、経営方
針など経営に係る重要事項の意思決定や経営執行の監視機関
と位置付けています。
　執行役員制度の導入に伴い、経営の基幹に係る重要事項を
審議する「執行役員会」とともに、国内関係会社の経営執行に
係る重要事項を審議する「国内関係会社経営会議」や、海外関
係会社の経営執行に係る重要事項を審議する「グローバル・ス
トラテジー・コミッティー」、さらに、取締役社長自らが工場現場
に出向き、各製品の品質問題ほか経営課題をフォローする「社
長報告会」などの会議体を設置し、グループ経営監視体制の強
化に取り組んでいます。
　監査役会は常勤監査役４名で構成されており、うち２名は社
外監査役です。社外監査役による監査により、実効性のある経
営監視が期待でき、有効なガバナンス体制がとられているもの
と判断しています。

▶ 「見える化」による自己管理
　KYBでは業務のルールや手続きは、規程・規則・要領にして
いますが、内部統制の業務処理統制ではさらに図式化（フロー
チャート）して仕事の流れを文書化しています。そうすること
で、これまでは担当者にしかわからなかった業務を「見える化」
することができます。担当者以外の従業員でも仕事の内容が
わかるようになり、どこかにリスクが存在していないか、チェッ
ク機能が有効に働いていて業務のコントロールがされている
かを確認・共有できる仕組みを取り入れています。
　2008年の4月より開始された金融商品取引法による内部
統制報告制度に伴い、KYB監査部ではKYBグループの決算に
影響を及ぼす可能性があるプロセスについて文書化を推進
し、評価を行っています。

健全な職場環境の
実現

人権
労働安全衛生
人財育成

役に立つ技術や
製品の提供

品質
CS

新製品技術開発

地球環境との
共存

環境経営
環境・社会報告書
省エネ工場

地域・社会への
貢献

経済的貢献
取引先様との共生
内部統制
地域社会共生

コンプライアンス教育の
自己学習（eラーニング）の実施

TOPICS 

　役員・従業員を対象として、eラーニングによるコン
プライアンス教育（行動指針、営業員向け教育、安全
保障貿易管理等）を実施しており、各教育において、
高い受講率を維持しています。

■ 業務内容のチャート図化

■ コーポレートガバナンス体制図

名称
受注品の確認
受注品インプット
ASSIST（受注）
内容確認
APISS（製品）
入庫確認
ASSIST
売り上げ
ASSIST

受注・発注・出荷

Eメール
・FAX

売り上げ処理

顧
客

生
産
管
理
部

IT/KYBS
詳細内容
担当者が品番、納期、数量に間違いや不適切がないか確認
受注品の確認・メール内容を見てインプットする
※販売管理システムでの処理
担当者が基準日程の中身を確認
※生産情報管理システムでの処理
部品が仕入先から納入後、入庫内容を確認する
※出荷データを受け取る
担当者が、画面にアクセスし、売上計上の処理を実施
※売上実績の集計

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

業　　務

受注品の
確認

1
内容
確認

4

ASSIST
(受注)

3
ASSIST
(製品)

5

ASSIST

7

ASSIST

9

▶ ▶ ▶

▶

受注品の
I/P

2
入庫
確認

6
売り上げ
8

　また、社外チェックという観点から、経営監視機能の客観性を
より一層高めるために、社外監査役のうち１名を独立役員とし
ています。

取締役会

代表取締役社長

執行役員会

常務執行役員会 社長
報告会

国内関係会社
経営会議

監査役会
（うち社外監査役2名）

選任・解任 選任・解任

連携

連携 監査

報告

内部監査

会

計

監

査

人
監査部

本社機能部署・事業本部・国内外グループ会社・支店・営業所

株 主 総 会

弁護士

CSR担当役員

法務部
（コンプライアンス担当）

グローバル・
ストラテジー・
コミッティー

▶ ▶ 選任・解任

（公益通報）

（即報）

（
目
安
箱
）

▶

▶

▶

▶
▶

▶
▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶
▶

▶
▶

▶

▶
▶▶

連携

会
計
監
査

▶▶

▶

▶

R
1

R
2

R
3

C
1

C
2

C
3

R
5
C
5

R
4
C
4
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KYBグループ環境方針
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【スローガン】 守ります みどりの地球
創ります 環境にやさしい製品

【環境基本方針】

【環境管理体制】
　「環境・安全委員会」を年２回、「環境・安全監査」を
年1回開催し、各工場の環境・安全に関する方針や
取り組み等について全社的な意思統一を図ってい
ます。また従業員に対しては、環境教育や環境家計
簿の実施により、エアコンの温度設定変更、エコ運
転など、家庭でもできる省エネ方法についても紹介
しています。

緒方 一裕
常務執行役員

　これまで環境保全において、温室効果ガス・環
境負荷物質排出低減、省エネルギー関連商品の
開発など、さまざまな活動に取り組んできました。      
　しかしながら2011年は東日本大震災以降、自
家発電の導入稼動などの影響から、一部の環境
数値が目標未達に終わりました。      
　この反省を踏まえ、ピーク電力抑制のための一
部夜間操業など、多角的戦略的な活動を展開し
ていきます。      
　また海外生産拠点においても環境数値目標を
設定し、温室効果ガスの排出量を把握し、低減活
動を推進していきます。      

新中期環境プランの実現に向けて、着実に取り組んでいきます  

環境・安全担当役員より

　KYBグループ一丸となって環境保全活動に取り組むため、環境に関する基本方針を策定し活動を展開しています。

環境保全に関する取り組みプラン
　「環境保全に関する取り組みプラン」に沿って、年度ごとの目標を定め、全社的な取り組みを推進しています。
2011年度、CO₂排出量は未達となりましたが、原単位については達成することができました。

　環境保全に対する取り組みを定量的に評価するため、2000年度より環境コストの集計をしています。

　安全面では2013年までに、すべての工場の耐
震対策完了を目指し、計画的に建屋耐震工事を
実施し、さらにリスクアセスメントのレベルアップに
より、家族が安心して送り出せる職場を確保して
いきます。      
　最後に本報告書に関心を寄せていただいたこ
とに感謝申し上げますとともに、今後とも、さらに内
容の充実、向上を図っていく所存でございますの
で、ぜひ忌憚のないご意見、ご感想をいただけれ
ば幸いです。      

社長

環境・安全担当役員

環境・安全委員会 環境・安全監査

工場長

安全管理責任者

部門 部門 部門 部門

環境管理責任者

省エネ工場化委員会

環境管理委員会
安全衛生委員会

専門部会 専門部会

委員長：環境・安全担当役員
委　員：各工場長

（本社）関連部長

■ 全社推進体制　　　■ 工場の推進体制

専門部会

環境保全専門部会
安全衛生専門部会
省エネ工場化専門部会

・一般廃棄物部会
・産業廃棄物部会
・金属屑部会
・省エネルギー部会
・環境汚染物質部会

■ 環境・安全委員会組織

■ 2011年度の活動結果

■ 環境保全コスト

取り組み項目 2011年度目標 評価

CO₂ 排出量

エネルギー使用量（原単位）

リサイクル

ゼロエミッション

一般廃棄物

産業廃棄物

金属屑

地球温暖化防止

省エネルギー

93,741 t-CO₂ 以下

217ℓ/百万円 以下

リサイクル率 88％ 以上

埋立廃棄物 3％ 以下

488 t 以下

3,527 t 以下

22,583 t 以下

2011年度活動結果

84,050 t-CO₂

206ℓ/百万円

リサイクル率 88.4 %

埋立廃棄物 4.1％

550 t

4,137 t

19,696 t

○

○

○

×

×

×

×

2012年度取り組みプラン

CO₂エネルギー
燃料転換、待機電力の
削減など計画的な節電を
実施

汚泥の有価物化
廃液類の減容化の実施廃棄物の減量

再資源化、
リサイクル率の
向上

取り組み項目 費用額

136.0

38.1

242.7

0

44.1

84.2

12.8

2.6

投資額

84.9

101.4

43.7

0

14.2

96.6

8.8

2.6

投資額

合 計 額

○大気汚染、水質汚濁防止活動
○公害防止設備の保守・点検
○大気、水質などの分析、測定

①公害防止コスト

②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

○化石燃料の都市ガス化
○太陽光発電設備導入

○工場廃棄物再資源化
○産業廃棄物の減量化

○ＩＳＯ14001の維持・定期／更新審査
○環境教育

○軽量化製品、有害化学物質削減製品
○環境に優しい製品開発

○工場周辺の緑化・景観維持
○環境・社会報告書

○周辺地下水監視測定

（3）管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト）

（4）研究開発活動における環境保全コスト（研究開発コスト）

（5）社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト）

（6）環境損傷に対応するコスト（環境損傷コスト）

（2）生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる
　  環境負荷を抑制するためのコスト（上・下流コスト）

（注）・ 当社の生産活動等から発生する排出物を廃棄物として捉え、一般廃棄物、産業廃棄物、金属屑に区分しています。
・ エネルギーは、電気・燃料を原油換算し、合計値を総エネルギーとして表示しています。
・ 原単位は生産出荷高に基づいて算出しています。

環境保全コストの分類と定義
【投資額】　対象期間における環境保全を目的とした支出で、その効果が数期にわたって持続し、その期間に費用化されていくもの。（減価償却資産の当期取得額）
【費用額】　環境保全を目的とした財・サービスの費消によって発生する費用または損失。

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場　　対象期間：2011年4月1日～2012年3月31日

単位：百万円

環境会計

本報告書では、環境省が示す環境会計ガイドラインを参考にし、投資額と費用額に区分し、集計しています。

（1）生産・サービス活動により
事業エリア内で生じる環境
負荷を抑制するための環
境保全コスト（事業エリア
内コスト）

352.3 623.5
総 　 額 975.7

KYBグループは「力強さと快適さ」を提供する企業として、人と地球にやさしい製品づくりをする
とともに、環境保全活動を経営に対する評価の重要な指標と位置付け、積極的に推進していきます。
1. KYBグループとして全社的、長期的かつ持続的な活動、展開を図る。
2. 地域社会との調和を図り、良き企業市民として社会に貢献する。
3. 一人ひとりの役割分担を明確にし、全員参加による活動とする。

2011年度、ＫＹＢグループは新中期計画を策定しました。
これを受け、環境と安全について基本方針を掲げ活動を展開しています。
環境安全中期方針 （2011年～2013年）　（以下抜粋）
1. 省エネ工場づくり　CO₂原単位を毎年１％削減し、CO₂排出量を1990年比2020年までに25％削減する
2. 廃棄物を出さない工場づくり　産業廃棄物の最終処分量を2015年までに、2000年度比65％削減する
3. 労災を出さない工場づくり　安全で快適な労災のない職場をつくる
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環境保全に関する取り組みプラン
　「環境保全に関する取り組みプラン」に沿って、年度ごとの目標を定め、全社的な取り組みを推進しています。
2011年度はＣＯ₂排出量、エネルギー使用量（原単位）共に達成することができました。

　環境保全に対する取り組みを定量的に評価するため、2000年度より環境コストの集計をしています。

■ 2011年度の活動結果

■ 環境保全コスト

取り組み項目 2011年度目標 評価

CO₂ 排出量

エネルギー使用量（原単位）

リサイクル

ゼロエミッション

一般廃棄物

産業廃棄物

金属屑

地球温暖化防止

省エネルギー

93,741 t-CO₂ 以下

217ℓ/百万円 以下

リサイクル率 88％ 以上

埋立廃棄物 3％ 以下

488 t 以下

3,527 t 以下

22,583 t 以下

2011年度活動結果

84,050 t-CO₂

206ℓ/百万円

リサイクル率 88.4 %

埋立廃棄物 4.1％

550 t

4,137 t

19,696 t

○

○

○

×

×

×

○

2012年度取り組みプラン

CO₂エネルギー
燃料転換、待機電力の
削減など計画的な節電を
実施

汚泥の有価物化
廃液類の減容化の実施廃棄物の減量

再資源化、
リサイクル率の
向上

取り組み項目 費用額

136.0

38.1

242.7

0

44.1

84.2

12.8

2.6

投資額

84.9

101.4

43.7

0

14.2

96.6

8.8

2.6

投資額

合 計 額

○大気汚染、水質汚濁防止活動
○公害防止設備の保守・点検
○大気、水質などの分析、測定

①公害防止コスト

②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

○化石燃料の都市ガス化
○太陽光発電設備導入

○工場廃棄物再資源化
○産業廃棄物の減量化

○ＩＳＯ14001の維持・定期／更新審査
○環境教育

○軽量化製品、有害化学物質削減製品
○環境に優しい製品開発

○工場周辺の緑化・景観維持
○環境・社会報告書

○周辺地下水監視測定

（3）管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト）

（4）研究開発活動における環境保全コスト（研究開発コスト）

（5）社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト）

（6）環境損傷に対応するコスト（環境損傷コスト）

（2）生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる
　  環境負荷を抑制するためのコスト（上・下流コスト）

（注）・ 当社の生産活動等から発生する排出物を廃棄物として捉え、一般廃棄物、産業廃棄物、金属屑に区分しています。
・ エネルギーは、電気・燃料を原油換算し、合計値を総エネルギーとして表示しています。
・ 原単位は生産出荷高に基づいて算出しています。

環境保全コストの分類と定義
【投資額】　対象期間における環境保全を目的とした支出で、その効果が数期にわたって持続し、その期間に費用化されていくもの。（減価償却資産の当期取得額）
【費用額】　環境保全を目的とした財・サービスの費消によって発生する費用または損失。

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場

集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場　　対象期間：2011年4月1日～2012年3月31日

単位：百万円

環境会計

本報告書では、環境省が示す環境会計ガイドラインを参考にし、投資額と費用額に区分し、集計しています。

（1）生産・サービス活動により
事業エリア内で生じる環境
負荷を抑制するための環
境保全コスト（事業エリア
内コスト）

352.2 560.5
総 　 額 912.8
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INPUT 生産活動 OUTPUT

社内リサイクル
・ スクラップ材
　（KYBグループでの
　有効活用）
・ クロムめっき劣化液
・ クロムめっき工程で
　使用する水洗水
・ アルカリ洗浄液
　等

原材料（金属、非金属） 
213,027 t
エネルギー　
電力
 98,203 MWh
燃料・ガス
22,539 kℓ（原油換算）

水
1,629 kｍ³
化学物質（ＰＲＴＲ法対象物質）
337.4 t

開発・設計

調達

生産

物流

・ リサイクル、省エネルギー、安全等
環境に配慮した技術・製品の開発
・ グリーン調達の推進
・ モーダルシフトの推進

社外リサイクル
・ 金属屑
・ 研磨粉
・ 廃油
・ 廃シンナー
・ 廃プラスチック
・ 廃蛍光灯
・ シール屑
　等

　KYBグループでは、エネルギーや水など多様な資源を使用して生産活動を行っています。できる限り少ない資源や
エネルギーで効率よく製品をつくるため、資源の社内リサイクル、社外リサイクルに取り組んでいます。

　環境保全への取り組みを体系的に展開するため、環境マネジメントシステムの構築を推進してきました。
　また、外部への透明性と信頼性を高めるためにＩＳＯ１４００１国際規格の認証取得に取り組んできました。

廃棄物量
24,383 t
（再利用等）
21,583 t
（埋立処分量）
980 t

大気への排出　
CO₂
84,347 t-CO₂
NOx
26.9 t
SOx
23.81 t
ばいじん
0.45 t

排水量
1,328 km³

工場名 認証登録年 審査登録範囲
岐阜南工場
熊谷工場
相模工場
岐阜北工場
KSM三重工場
KYB-YS
タカコ(滋賀工場）
KYBトロンデュール

2000.2
2000.12
2000.12
2001.2
2000.12
2004.4
2003.2
2008.11

基盤技術研究所
KYB金山

2011年度 　 判定
更新審査 　 ○
定期審査 　 ○
更新審査 　 ○
定期審査 　 ○
定期審査 　 ○
定期審査 　 ○
定期審査 　 ○
更新審査 　 ○

社
内
工
場

関
係
会
社

■ ISO14001認証取得状況

【 国内 】

工場名 認証登録年
ＫＳＳ(スペイン）
ＫＹＢＳＥ(スペイン）
ＫＭＴ(台湾)
ＫＹＢＴ(タイ)
ＫＡＣ (アメリカ)
ＫＳＴ(タイ)
ＰＴ.ＫＹＢＩ(インドネシア)
ＫＭＳＢ(マレーシア)
ＫＭＢ(ブラジル)
ＴＶＣ（ベトナム）
ＫＭＣＺ（チェコ）

2001. 6
2001.12
2001. 8
2001.12
2002. 5
2003. 8
2004. 2
2004. 9
2007.3
2007.1
2009.8

海
外
拠
点

【 海外 】

リサイクル業者
生産工程

関係会社

岐阜東工場、生産技術研究所
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INPUT 生産活動 OUTPUT

社内リサイクル
・ スクラップ材
　（KYBグループでの
　有効活用）
・ クロムめっき劣化液
・ クロムめっき工程で
　使用する水洗水
・ アルカリ洗浄液
　等

原材料（金属、非金属） 

213,027 t
エネルギー　
電力
 98,203 MWh
燃料・ガス
22,539 kℓ（原油換算）

水
1,629 kｍ³
化学物質（ＰＲＴＲ法対象物質）

337,4 t

開発・設計

調達

生産

物流

・ リサイクル、省エネルギー、安全等
環境に配慮した技術・製品の開発
・ グリーン調達の推進
・ モーダルシフトの推進

社外リサイクル
・ 金属屑
・ 研磨粉
・ 廃油
・ 廃シンナー
・ 廃プラスチック
・ 廃蛍光灯
・ シール屑
　等

排出量［t-CO₂］

（年度） （年度）

国内4工場のCO₂排出量

●原単位［t-CO₂/百万円］ 使用量［kℓ］

国内4工場のエネルギー使用量

●原単位［ℓ/百万円］
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　KYBグループでは、エネルギーや水など多様な資源を使用して生産活動を行っています。できる限り少ない資源や
エネルギーで効率よく製品をつくるため、資源の社内リサイクル、社外リサイクルに取り組んでいます。

地球温暖化の防止
　KYBグループでは、油圧技術の複合化により「快適さと力強さ」を社会に提供する企業の生産拠点として、人と地球
に優しい製品開発・生産活動を通じ、環境保全に努めます。
また、地域社会、国際社会との共生・調和を図り、良好な自然環境を保つよう行動します。

CO₂排出量原単位、総エネルギー使用量原単位ともに2012年度末までに2010年度比 2％低減

■ CO₂排出量、エネルギー使用量低減目標

TOPICS 

　2011年度のＣＯ₂排出量の原単位は2010年度比目標の1％削減を大きく上回り、5.3％削減を達成することが出来ました。
　2012年度についても、待機電力の削減、燃料転換などにより、省エネに努めていきます。

　環境保全への取り組みを体系的に展開するため、環境マネジメントシステムの構築を推進してきました。
　また、外部への透明性と信頼性を高めるためにＩＳＯ１４００１国際規格の認証取得に取り組んできました。

（注） CO₂排出量算出に用いた換算係数　
※ＣＯ₂換算係数の出典：（社）日本自動車工業会
電力…0.3817kg-CO₂/kwh、 灯油…2.5308kg-CO₂/ℓ、 軽油…2.6468kg-CO₂/ℓ、
Ａ重油…2.7000kg-CO₂/ℓ、 ＬＰＧ…3.0094kg-CO₂/ℓ、 都市ガス…2.3576kg-CO₂/m³
※エネルギー使用量：電気・燃料を原油換算し、合計原単位は生産出荷高に基づいて算出しています。（原単位＝エネルギー使用量÷生産出荷高）

廃棄物量
24,383 t
（再利用等）
21,583 t
（埋立処分量）
980 t

大気への排出　
CO₂
84,347 t-CO₂
NOx
26,900 t
SOx
23,810 t
ばいじん
451 t

排水量
1,328 km³

工場名 認証登録年 審査登録範囲
岐阜南工場
熊谷工場
相模工場
岐阜北工場
KSM三重工場
KYB-YS
タカコ(滋賀工場）
KYBトロンデュール

2000.2
2000.12
2000.12
2001.2
2000.12
2004.4
2003.2
2008.11

基盤技術研究所
KYB金山

2011年度 　 判定
更新審査 　 ○
定期審査 　 ○
更新審査 　 ○
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第一工場にある社員食堂ＴＶＣ第一工場
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省エネへの取り組み
　KYBでは「省エネ工場化委員会」を組織し、生産設備の待機電力の削減、工法の見直しによる生産電力の低減
活動を進めています。

　2011年3月に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故以来、｢節電｣が大きく叫ばれるようになりました。これまでも日
本人は1970年代に経験した｢オイルショック｣をきっかけに、燃費のよい車や省エネルギーの電化製品の開発を進め、困難を乗り
越えてきました。そこには、｢Mottainai（もったいない）｣という、昔から日本人が持ち続けてきた限られた資源に対する感謝の気
持ちがあります。
　ＫＹＢの省エネ活動も、この“もったいない”という気持ちを大切にし、従業員の一人ひとりが日常の生産活動の中でできることを
考え取り組んでいます。｢電力の見える化｣など、IT技術を使った新しい試みも行いながら、小さな積み重ねを継続することが大き
な力になると信じて、省エネ活動に取り組んでいきます。

送風ファンにより空気の流れをつくり
工場内の環境を改善

　工場内の天井が低くヒートスポットが多かったため、大型
ファンを場内通路の頭上に複数台吊るし、熱くなった空気を
運び出しています。
　空気がそよ風のように工場内を流れることで涼しく感じら
れるようになり、昨夏は空調機
の運転を１台減らすことができ
ました。

　各工場では、以前から発生した廃熱を有効利用できるコジェネレーションシステムの導入や、CO₂の発生が少ない天然
ガスへの燃料の転換などといった省エネ活動を推進してきました。しかしながら、リーマン・ショック後の厳しい経済状況下
では、大きな設備投資が必要となる対策は凍結・中止せざるを得ませんでした。
　そこで新たに、｢省エネ工場化委員会｣を発足し、各工場で活動をはじめました。工場長の指導のもと、工場一丸となって
活動を進めています。

　工場間物流においては荷姿変更による積載効率向上を重点に取り組みました。また細かい取り組みとしては少量取引先とのミルクラ
ンによる引き取りを行い、CO₂削減を進めました。今後も引き続きCO₂削減に努めていきます。

工場内通風のため、
そよ風を運ぶ送風ファンを設置▶

相模工場 省電力機器や新素材を取り入れ
電気代を大幅に削減

　熊谷工場では、使用していない照明や生産設備の電源を
切る、冷暖房温度の適正化、変電所のアモルファストランス
（変圧器）への置換えなどを継続して進めています。アモル
ファストランスは、従来のけい素鋼鈑変圧器に比べ、大幅に
エネルギー消費が抑えられます。無
負荷時の電力損失を従来の４分の１
に減らすことができ、１台で年間60
万円の電気代を削減しています。

事例：新しい冷却システムでエネルギー節約（ＫＳＳ）

改善事例１：工場間物流での荷姿を変更して積載効率を高めました

事例：水流カーテンで暑熱対策 （ＴＶＣ）

　ベトナムにあるTAKAKO VIETNAM Co., Ltd.（TVC）
全工場は、年間の平均気温が30度という、熱帯地域にあ
ります。そのため従業員の作業効率を保つためにも、冷房
による温度管理が欠かせず、年間の電力使用量が問題と
なっていました。そこで、工場内のエアコン使用ではなく、
クーリングパッド系統で暑熱対策を行いました。

【改善前】
天井の高さが高い工場のため、冷房効果が悪く、電力を多く
使っていました。

　スペインにあるKYB Steering Spain, S.A.（ＫＳＳ）は、
2011年5月に、工場内の空調を新しい冷却システムに変更
しました。15年も経過していた夏用の古い冷房システムをな
くし、エネルギー消費が少ない新しい設備と交換しました。
　一番の目的は、同じ冷却を保証しながら工場内の電気消
費量を節約することです。 

【改善後】
工場内壁面に水を流して気流をつくることで、冷房効果を
得ました。

変電所のアモルファストランス▶
（変圧器）

熊谷工場

「電力の見える化」により
ムダな電力を削減

　2010年度から自社開発した「電力の見える化システム」
を使い、待機電力の多い設備を特定・解析し、ムダな電力を
削減しています。このシステムを有効に活用し改善を進める
ために、今後も省エネ工場化委
員会と連携をとり、「改善できる
人財育成」を図りながら、さら
なる省エネ活動に取り組んで
いきます。

設備電力の見える化で
ムダな電力を削減しています▶

岐阜南工場

ＫＹＢ
Ａ工場

ＫＹＢ
Ｂ工場

ＫＹＢ
Ａ工場

ＫＹＢ
Ｂ工場

生産ライン毎にムダを把握
工場全体で省エネ活動を推進

　コンプレッサの稼動に電気使用量の約20％が使われて
います。機械が動いている限り、エア漏れをゼロにすること
は困難ですが、生産ラインごとにエア漏れの量について簡
易測定ができるようにし、エア漏れの量
を把握できるようにしました。エア漏れは
さまざまな箇所で発生するため、改善意
識を常に持ち続けることは大変ですが、
使わないときには止めるということを徹
底し、工場全体で取り組んでいきます。

エア漏れ量の簡易測定機▶

岐阜北工場

TOPICS 

環境配慮型工場
　KYBの環境配慮型工場では、①人・物の動きにムリ、ムラ、ムダがない生産性の高い工場、②事業環境変化に
対応できる柔軟性のある工場、③お客様が安心・信頼できる工場（特に品質、納期）、④クリーン＆グリーン工場
をコンセプトとして環境保全の取り組みを推進しています。

TOPICS 

ＫＹＢ　国内主要工場での取り組み

【省エネルギー活動の推進】

物流段階での環境配慮への取り組み
　KYBグループでは、輸送段階でのCO₂削減のため、効率的な輸送の実現に取り組んでいます。

【削減効果】　電力使用量改善前比90%削減

消費 kWh/年
290.448 kWh⇒ 37.488kWh
・エネルギー ：252.960 kWh/年 (87.1%)削減
・ＣＯ₂：43.003 kg-CO₂/年削減

▶ ▶

74％削減

10％削減
改善事例２：取引先と協力してミルクランによる引き取りをすることで運搬と積載の効率を高めました

A社

B社

C社

ＫＹＢ
D工場

▶▶

▶

▶

▶

▶ ▶

B社

A社

C社

ＫＹＢ
D工場

【改善前】 【改善後】

旧設備

設備がない状態 設備を設置した状態

新しい設備

吸気側 排気側 天井カーテン

【改善前】 【改善後】

【改善前】 【改善後】

▶

▶
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化学物質の管理と排出量の低減
　化学物質は現代には欠かせないものですが、環境に負荷を与えるものが少なくありません。
ＫＹＢグループではＰRTＲ法対象物質の使用量の低減、代替品への切替などに取り組んでいます。

▶ ELV指令（欧州廃車指令）等の環境規制への対応
　当社では、2000年より施行したELV指令（欧州廃車指令）を
機に、４物質の全廃を推進しています。
　ELVに対して水銀、カドミウム、六価クロムについての使用を
2005年度に終了し、現在ははんだなどの鉛フリー化に取り組ん
でいます。そのほか、化学物質の使用を制限するRoHS指令やリ
スクの高い化学物質を規制するREACH規則などへも積極的な
対応を進めています。

▶ REACH規則への対応
　当社ではREACH規則の要求事項である登録対象物質の予
備登録を2008年度に完了しました。2009年度からは環境や
健康に影響を及ぼす恐れのある高懸念物質（SVHC）の含有の
有無およびその量について、的確な情報共有化を行いながら
早期に調査を完了し、2011年６月からの届出開始に対応し、届
出を完了しました。

廃棄物低減への取り組み
　ＫＹＢでは廃棄物の発生を低減するため、設計・製造・販売・物流のあらゆる段階での省資源化（リデュース・リユース・
リサイクル）を進めています。またオフィス部門でもペーパーレス会議の拡大を進め、紙ごみの大幅低減を図っていま
す。また、廃棄物の分別収集を制度化し、リサイクル率の向上やゼロエミッションへの取り組みを進めています。

▶ KYBグループでのスクラップ材の有効利用
　KYBでは、生産活動に伴い大量の金属屑が出ています。
(2011年度実績198t/年)KYBグループとして資源有効利用
の検討を進め、2011年5月からKYBキャダック株式会社の鋳
物用材料として使用しています。鋳造製品の品質確保のた
め、各種金属屑専用箱を作製、指定の場所に保管する等、混在
混入防止管理を徹底しています。2015年には工場移転計画
に伴いスクラップ材の有効利用は2011年度の倍を見込んで
います。

▶ 産業廃棄物低減に向けた取り組み
　ＫＹＢグループでは、産業廃棄物の低減活動を全グループで
推進しています。
　製造段階において発生する大量の油付きウエスはその処分
に大きな費用がかかっていました。この油付きウエスの運用方
法を見直し、廃棄物の減量化に取り組みました。それまでは使
い捨てのウエスを使用していましたが、これをレンタルリユー
ス化することで、産業廃棄物の排出量を低減し、環境配慮へ貢
献しました。また、レンタルリユース化することにより、サイズが
統一され、素材の品質も安定しました。さらに廃棄にかかる費
用も大幅に削減され、環境方針目標の達成だけでなく、コスト
の削減にも大きな効果が出ています。 

▶ 一般廃棄物減量化に向けた取り組み
　ＫＹＢでは一般廃棄物の減量化を目的として、各工場でアイ
デアを持ち寄り、情報交換・改善を推進しています。
　現場から出る一般ごみの追跡調査を行ったところ、荷崩れ防
止対策として使用している、ストレッチフィルムの廃棄が非常に
問題だということが判明しました。そこで、従来の使い捨てスト
レッチフィルムから、専用ベルトへ移行しました。専用ベルトは
繰り返し使用することができるため、廃棄物が発生せず、また、

▶ PCBの対応
　PCB（ポリ塩化ビフェニル）は絶縁性、不燃性に優れた油とし
て、電気機器の絶縁等に利用されましたが、現在では環境、生
体への影響が指摘され、使用禁止物資（製造、輸入、使用を禁
止）に指定されています。当社では指定の処理施設による受け
入れが開始されるまで、コンデンサなどのPCB廃棄物436台を
専用の保管庫で厳重に管理しています。

▶ 土壌、地下水に関する取り組み
　KYB神渕およびKYB川辺では、201０年３月の閉鎖に当たり、
土壌調査を実施、KYB神渕では異常は認められませんでした。
KYB川辺において、敷地内よりテトラクロロエチレン、六価クロ
ム化合物、鉛の基準値超えが確認
されました。そのため至急土壌汚
染拡散防止措置を実施し、完了し
ました。また、地下水については、
分析の結果、KYB神渕、KYB川辺と
も異常は認められませんでした。

▶ 岐阜北工場の環境負荷物質の対応について
　現在、製品に含有する化学物質の管理は、少数の有害物質か
ら多くの環境負荷にリスクのある物質への管理の過渡期にあ
ります。岐阜北工場では取引先との協力体制構築を進めてい
ます。具体的には、IMDS※、JAMA※を主体とする情報収集活動
や、環境負荷物質情報の伝達などを行っています。今後は、お
客様を含めた、取引先全体での双方向の環境負荷物質管理を
見据え、情報データベース構築、整備を進めていきます。
※ I MDS…自動車業界向け材料データベース
※JAMA…社団法人 日本自動車工業会
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化学物質管理の一環として、ＰＲＴＲ法対象物質を含む化学物質につい
てはその取扱量の低減を図っていきます。

単位【t/年】
（集計範囲：相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場）

ベルトの高さを決めることで高さ制限が明確になり、安全性も
高まりました。
　今後はストレッチフィルム同様、廃棄量が多い工法油紙の削
減にも積極的に取り組みます。

専

　ＫＹＢでは、世界的課題である、水資源の有効活用に対応する
べく、各工場で循環利用や再利用などに取り組み、水使用量の
削減に取り組んでいます。
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化学物質の管理と排出量の低減
　化学物質は現代には欠かせないものですが、環境に負荷を与えるものが少なくありません。
ＫＹＢグループではＰRTＲ法対象物質の使用量の低減、代替品への切替などに取り組んでいます。

▶ ELV指令（欧州廃車指令）等の環境規制への対応
　当社では、2000年より施行したELV指令（欧州廃車指令）を
機に、４物質の全廃を推進しています。
　ELVに対して水銀、カドミウム、六価クロムについての使用を
2005年度に終了し、現在ははんだなどの鉛フリー化に取り組ん
でいます。そのほか、化学物質の使用を制限するRoHS指令やリ
スクの高い化学物質を規制するREACH規則などへも積極的な
対応を進めています。

▶ REACH規則への対応
　当社ではREACH規則の要求事項である登録対象物質の予
備登録を2008年度に完了しました。2009年度からは環境や
健康に影響を及ぼす恐れのある高懸念物質（SVHC）の含有の
有無およびその量について、的確な情報共有化を行いながら
早期に調査を完了し、2011年６月からの届出開始に対応し、届
出を完了しました。

廃棄物低減への取り組み
　ＫＹＢでは廃棄物の発生を低減するため、設計・製造・販売・物流のあらゆる段階での省資源化（リデュース・リユース・
リサイクル）を進めています。またオフィス部門でもペーパーレス会議の拡大を進め、紙ごみの大幅低減を図っていま
す。また、廃棄物の分別収集を制度化し、リサイクル率の向上やゼロエミッションへの取り組みを進めています。

▶ KYBグループでのスクラップ材の有効利用
　KYBでは、生産活動に伴い大量の金属屑が出ています。
(2011年度実績198t/年)KYBグループとして資源有効利用
の検討を進め、2011年5月からKYBキャダック株式会社の鋳
物用材料として使用しています。鋳造製品の品質確保のた
め、各種金属屑専用箱を作製、指定の場所に保管する等、混在
混入防止管理を徹底しています。2015年には工場移転計画
に伴いスクラップ材の有効利用は2011年度の倍を見込んで
います。

▶ 産業廃棄物低減に向けた取り組み
　ＫＹＢグループでは、産業廃棄物の低減活動を全グループで
推進しています。
　製造段階において発生する大量の油付きウエスはその処分
に大きな費用がかかっていました。この油付きウエスの運用方
法を見直し、廃棄物の減量化に取り組みました。それまでは使
い捨てのウエスを使用していましたが、これをレンタルリユー
ス化することで、産業廃棄物の排出量を低減し、環境配慮へ貢
献しました。また、レンタルリユース化することにより、サイズが
統一され、素材の品質も安定しました。さらに廃棄にかかる費
用も大幅に削減され、環境方針目標の達成だけでなく、コスト
の削減にも大きな効果が出ています。 

▶ 一般廃棄物減量化に向けた取り組み
　ＫＹＢでは一般廃棄物の減量化を目的として、各工場でアイ
デアを持ち寄り、情報交換・改善を推進しています。
　現場から出る一般ごみの追跡調査を行ったところ、荷崩れ防
止対策として使用している、ストレッチフィルムの廃棄が非常に
問題だということが判明しました。そこで、従来の使い捨てスト
レッチフィルムから、専用ベルトへ移行しました。専用ベルトは
繰り返し使用することができるため、廃棄物が発生せず、また、

▶ PCBの対応
　PCB（ポリ塩化ビフェニル）は絶縁性、不燃性に優れた油とし
て、電気機器の絶縁等に利用されましたが、現在では環境、生
体への影響が指摘され、使用禁止物資（製造、輸入、使用を禁
止）に指定されています。当社では指定の処理施設による受け
入れが開始されるまで、コンデンサなどのPCB廃棄物436台を
専用の保管庫で厳重に管理しています。

▶ 土壌、地下水に関する取り組み
　KYB神渕およびKYB川辺では、201０年３月の閉鎖に当たり、
土壌調査を実施、KYB神渕では異常は認められませんでした。
KYB川辺において、敷地内よりテトラクロロエチレン、六価クロ
ム化合物、鉛の基準値超えが確認
されました。そのため至急土壌汚
染拡散防止措置を実施し、完了し
ました。また、地下水については、
分析の結果、KYB神渕、KYB川辺と
も異常は認められませんでした。

▶ 岐阜北工場の環境負荷物質の対応について
　現在、製品に含有する化学物質の管理は、少数の有害物質か
ら多くの環境負荷にリスクのある物質への管理の過渡期にあ
ります。岐阜北工場では取引先との協力体制構築を進めてい
ます。具体的には、IMDS※、JAMA※を主体とする情報収集活動
や、環境負荷物質情報の伝達などを行っています。今後は、お
客様を含めた、取引先全体での双方向の環境負荷物質管理を
見据え、情報データベース構築、整備を進めていきます。
※ I MDS…自動車業界向け材料データベース
※JAMA…社団法人 日本自動車工業会
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ベルトの高さを決めることで高さ制限が明確になり、安全性も
高まりました。
　今後はストレッチフィルム同様、廃棄量が多い工法油紙の削
減にも積極的に取り組みます。

専

　ＫＹＢでは、世界的課題である、水資源の有効活用に対応する
べく、各工場で循環利用や再利用などに取り組み、水使用量の
削減に取り組んでいます。
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　アクアドライブシステム（ADS）は、作動流体に水道水を用いた新
しい液圧技術です。高い衛生性と環境融和性を持つとともに液圧
の特徴である高い出力特性と制御性を実現し、従来の油圧、空気
圧、電気による駆動方法に加えて第４の新しい駆動方法として、そ
の応用が期待されています。適用分野としては食品、医療・医薬、化
粧品、化学薬品、半導体などが挙げられます。
※作動流体･･･伝動の媒体となる流体

アクアドライブシステム（食肉スライサー） 

高度な要求に応える、
新しい液圧技術を搭載

　KYB独自の電子制御油圧機器を搭載し、マイコンでコンクリート
ミキサー車を制御する「e ミキサー」は、負荷を検知しながら駆動力
を自動的に制御します。このマイコン制御でエンジン回転を低く抑
えることができ、燃料消費を低く抑え、石油燃料の使用量を１４％削
減し、CO₂排出量の削減にも貢献しています。
　また、新型ECUを搭載し、これらの性能により磨き上げた「eミキ
サーⅡ」は、これまで要望の多かったトランクキャビン内の居住性向
上、コントローラの増設、混練作業・洗浄作業のカスタマイズ設定な
どの新機能を追加して、より使いやすいものへと進化しています。

e ミキサーⅡ

　「ドラムミキサー」はコンクリートミキサーのドラムを混合装置として
使用するものです。1.2㎥～9.0㎥までの容量と、強力な油圧駆動とメン
テナンスが楽な電動駆動、処理物に合わせた材質を選択していただけ
るラインアップを揃えています。
　傾胴型ドラムはシンプルな構造で丈夫であり、しかも容量に対する動
力が小さく、環境に優しい特徴があります。
　最近、レアアースや貴金属のリサイクルに利用される例が多くなって
います。携帯電話やパソコンなどの電気製品にはさまざまなレアアース
が使用されていますが、これまでは、ほとんど再利用されないまま廃棄
されていました。これらは都市鉱山と呼ばれており、この都市鉱山から
回収した電子機器を細かく粉砕し、薬品を添加し「ドラムミキサー」で攪
拌して、その化学反応で溶解・分離を行いレアメタルを抽出します。「ド
ラムミキサー」は、このような貴重な材料を再利用するための用途とし
て、ますます期待されています。

ドラムミキサー

都市鉱山より
レアメタルを採掘

　「タウンビーバー」は公園の樹木・街路樹などから出た剪定枝を
破砕処理することにより、約１/４の量まで減容して運搬効率を高
めます。ドラム容器にチップをそのまま収納するので、飛散などの
心配がなく、小型トラックで小回りが利き、２軸式カッタで破砕作業
が非常に静かで、街中でも使用できる製品です。
　「ビーバーミル」は「タウンビーバー」で処理されたチップを磨り
潰すような２次処理をする独自設計の２軸カッタ装置です。「ビー
バーミル」で処理された木質チップは繊維状で堆肥化する場合等
は吸水性が良く、堆肥処理する好気性菌類が活動しやすい状態に
なります。また逆に燃料化する際は、繊維間に空気が通りやすく乾
燥が速くなり、熱エネルギーを削減できるという特徴もあります。
低速で動作するため、低騒音で市街地での破砕に活躍しています。

　これらを車載したオンサイト処理タイプの「タウンビー
バーF」と、据え置き型で静かな処理ができ、街中の処
理場や工場等にも設置可能な、1次2次を連続型にし
た電動駆動の「カントリービーバー」をラインアップし
ています。これらの「ビーバーシリーズ」で木質材料
のリサイクルに貢献します。

ビーバーシリーズ（「タウンビーバー」、
「ビーバーミル」、「カントリービーバー」）

●水圧駆動式食肉スライサー
独立行政法人農畜産業振興機構助成事業に基づき、財団法人
日本食肉生産技術開発センター研究開発事業にてワタナベ
フーマック株式会社殿と共同でモニタ機の開発をしました。 

ホースラプチャバルブは、油圧ショベルのシリンダに
装着される安全弁の一種で、シリンダに接続された油
圧ホースが万が一破裂した際に、油路を遮断して吊荷の
急落下を防ぎ、作業者の安全を守ります。

　ＫＹＢで開発したホースラプチャバルブは、ユーザーの声を
反映し、従来型に比べて重量物のクレーン作業においても吊荷が
沈下しない「負荷保持性」と「滑らかな操作性」を実現しており、さら
に、バルブ内部の圧力損失低減を図ったことで、油圧ショベルの燃
費向上にも貢献しています。

　土壌処理車「どぜう君」は、建設現場から出るそのままでは産業廃棄
物になってしまう建設泥土や軟弱土壌などを、リサイクル可能な土に
変える装置を装備した車両です。
　泥土と処理薬剤をパドルミキサーへ投入し、かき混ぜることで、そ
の場での連続処理が可能になり、運搬にかかるコストや化石燃料の使
用が削減できます。また、非常にコンパクトなので、必要動力は従来の
土壌処理車の1/3と省エネにも貢献しています。
　また、汚染土壌に対しては不溶化処理剤などを使用することにより、
重金属汚染物質を不溶化し、周辺への流出を防止することができます。

油圧ショベル用
ホースラプチャバルブ

油圧ショベルの
安全性と燃費を向上させる

どぜう君

建設泥土や軟弱土壌をリサイクル

環境にも、地域社会にも
優しい、ＫＹＢ製品を
代表するラインアップ

環境配慮型製品

電子制御油圧機器で、
省燃費、ＣＯ₂削減を可能にした、
進化し続けるミキサー車
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フーマック株式会社殿と共同でモニタ機の開発をしました。 

ホースラプチャバルブは、油圧ショベルのシリンダに
装着される安全弁の一種で、シリンダに接続された油
圧ホースが万が一破裂した際に、油路を遮断して吊荷の
急落下を防ぎ、作業者の安全を守ります。

　ＫＹＢで開発したホースラプチャバルブは、ユーザーの声を
反映し、従来型に比べて重量物のクレーン作業においても吊荷が
沈下しない「負荷保持性」と「滑らかな操作性」を実現しており、さら
に、バルブ内部の圧力損失低減を図ったことで、油圧ショベルの燃
費向上にも貢献しています。

　土壌処理車「どぜう君」は、建設現場から出るそのままでは産業廃棄
物になってしまう建設泥土や軟弱土壌などを、リサイクル可能な土に
変える装置を装備した車両です。
　泥土と処理薬剤をパドルミキサーへ投入し、かき混ぜることで、そ
の場での連続処理が可能になり、運搬にかかるコストや化石燃料の使
用が削減できます。また、非常にコンパクトなので、必要動力は従来の
土壌処理車の1/3と省エネにも貢献しています。
　また、汚染土壌に対しては不溶化処理剤などを使用することにより、
重金属汚染物質を不溶化し、周辺への流出を防止することができます。
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▶ 経営理念・方針展開

▶ 納得がいくまで試験を行える開発・実験環境

　ＫＹＢでは「よい品質はわが社のいのち」の社是のもと、経営理
念を具体的なモノづくりやサービスの現場での活動方針・方策
へと展開し、お客様、社会の発展に貢献すべく活動しています。

　ＫＹＢでは自動車、二輪車用サスペンション、ステアリング機器、電子機器などの自社製品の開発・実
験を安全に納得ができるまで行い、性能向上、信頼性向上、製品開発力向上を図りたいという想いを
実現するため、自社専用のテストコースである「ＫＹＢ開発実験センター」を開設しました。
　これまでは公的機関のテストコースを使用するか、お客様と共同で開発や実験を行ってきましたが、
移動時間の問題や、テストコースの空き状況にスケジュールが左右されることが多く、自分たちの納
得がいくまで試験を行えないこともあり、製品の開発・実験においては大きな障害でした。
　このテストコースが完成したことにより、必要なときに必要なだけ製品の開発・実験ができるように
なりました。また、疑問点を追求したりテストを行う環境が整備され、開発・技術関係者のやる気や意欲
向上にもつながっています。
　納得のいくまで実車走行試験を行い、よりよい製品を他社に先駆けて開発・提供すること、そして
ユーザーニーズを先取りした製品を当テストコースでお客様に試乗していただき、提案のできるサプ
ライヤになることが、開発実験センター開設の目的です。

▶ 開発～量産
　「市場やお客様のご要求に適合した性能・品質の製品を生み
出すプロセス」として、ＫＹＢでは企画段階から量産開始までを３
ステップの階層に分けた「三段階評価による製品・技術開発」を
進めています。また、開発された製品を要求性能・品質で安全
かつ効率的に生産するプロセスが構築できていることを評価
する「品質安全宣言」を重要視しています。

▶ 品質保証体制
　ＫＹＢは「製品品質」と「サービスの質｣の向上はもとより、これ
らを生み出す「仕事のプロセスの質」が重要だと考えています。
ＫＹＢグローバル全生産拠点は、品質マネジメントの国際規格で
あるＩＳＯあるいはISO/TSに準拠した活動を展開しています。
　市場・客先情報は営業部門を通じて関係部門へ迅速な情報
共有化が図られる一方、本社品質管理部門は各拠点毎の問題
点・改善点を吸い上げ、グループ横断的な改善活動に展開し、
品質向上・プロセス向上につなげています。
　万一の製品不具合に対しては、各生産拠点毎に工場長の指
揮のもと、品質保証部門による是正処理が実行されますが、 緊
急時は「即報」というホットラインにより、ＫＹＢ社長・経営トップ
へ不具合情報が直接伝達され、トップダウンによるグローバル
で的確な対応が図れる仕組みを構築しています。

▶ 改善とフォローアップ
　ＫＹＢは市場での品質不具合の撲滅と生産工程での不良低
減・撲滅を通じた経営安定化と環境負荷低減の取り組みを、お
客様やお取引先様と一緒になり、グローバルで進めています。
ＫＹＢ社長はじめ経営トップによるグローバル全拠点への巡回
点検は年間計画で実施されています。  
　ＫＹＢ全生産拠点の現場では、日 「々朝一会」と称して品質・安
全を中心とした情報共有化と改善や不具合の是正処置の場を
設けてます。また定期・随時での従業員の教育訓練にも力を入
れており、品質・安全面での不具合未然防止体質構築に努めて
います。 
　フォローアップとして、本社品質管理部門が主催する「月度
全社品質保証部門長会議(国内)」をはじめ、年一回の定例グ
ローバル会議では海外全拠点長・品質保証部門長による情報
共有化と議論を通じて、品質保証のレベルアップを図ってい
ます。 

生物多様性への配慮
　岐阜県川辺町と美濃加茂市にまたがる自然豊かな山間部に位置するKYB開発実験セン
ターは、2008年7月に工事着工、2011年7月に開所式を実施し、今日の運用に至ります。
自然環境保護のため、計画時に岐阜薬科大学の水野名誉教授に現地を調査していただき
ました。その結果、場内では、貴重植物種のイヌハギが確認されました。イヌハギは保全エ
リアに移植し、保護に努めています。また北側を流れる川浦川は天然記念物のネコギギ
（ナマズの一種）が生息しており、蛍の里としても有名です。この豊かな自然環境を守るた
め、植林と定期的な水質調査や騒音測定を継続しています。

■ 三段階評価による製品・技術開発と品質安全宣言

■ 品質マネジメントプロセスと品質保証体制

■ ＫＹＢの目指す姿 ： 品質不具合未然防止のサイクル

お客様の声にお応えする仕組み
─『ＫＹＢ開発実験センター（テストコース）』開設

ネコギギの親子
（撮影資料：志摩マリンランド）

イヌハギ

ステップ 三段階の狙い 品質保証ステップ

開発品質

品質安全宣言

立ち上がり品質

量産品質

先行・モデル開発 可能性の証明
（※開発品質の説明・評価）

量産性の証明
（※開発品質の実証・評価）

応用性の証明・シリーズ化
（※立ち上がり評価の実証・評価）

受注開発

量産開発・生産準備

DR0評価会

DR1評価会

DR2評価会
量産

本生産を開始するのに先立ち、当該工程・設備で量
産製品としての品質が確実につくり込めているこ
とを明らかにする

よい図面をつくる。
開発・設計

図面どおりつくれば
要求する機能が保証
される。

よい条件をつくる。
生産技術

設定された加工条件
どおりつくれば、図面
どおりの品質が保証
される。

維持管理と改善。
製造・検査

『よい図面』『よい条
件』に基づいた標準
作業を守れば、良品
だけができる。

維持管理できる
よい条件の確立

・品質マネジメントシステム計画
・方針管理
　品質方針／品質目標
・マネジメントレビュー

・資源運用管理
　要員／建物・設備／環境

経営管理

製品実現化

設計・開発  製品開発／製品設計／製品評価／試作

生産準備  工程計画／工程設計／工程整備

購　　買  供給者選定・評価／資材発注／受入検査

生産管理  生産計画／日程管理／保管・保存／出荷

製　　造  製造管理（加工・組立）／検査
監視機器および測定機器の管理

不具合情報
即報指示
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▶ 経営理念・方針展開

▶ 納得がいくまで試験を行える開発・実験環境

　ＫＹＢでは「よい品質はわが社のいのち」の社是のもと、経営理
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験を安全に納得ができるまで行い、性能向上、信頼性向上、製品開発力向上を図りたいという想いを
実現するため、自社専用のテストコースである「ＫＹＢ開発実験センター」を開設しました。
　これまでは公的機関のテストコースを使用するか、お客様と共同で開発や実験を行ってきましたが、
移動時間の問題や、テストコースの空き状況にスケジュールが左右されることが多く、自分たちの納
得がいくまで試験を行えないこともあり、製品の開発・実験においては大きな障害でした。
　このテストコースが完成したことにより、必要なときに必要なだけ製品の開発・実験ができるように
なりました。また、疑問点を追求したりテストを行う環境が整備され、開発・技術関係者のやる気や意欲
向上にもつながっています。
　納得のいくまで実車走行試験を行い、よりよい製品を他社に先駆けて開発・提供すること、そして
ユーザーニーズを先取りした製品を当テストコースでお客様に試乗していただき、提案のできるサプ
ライヤになることが、開発実験センター開設の目的です。

▶ 開発～量産
　「市場やお客様のご要求に適合した性能・品質の製品を生み
出すプロセス」として、ＫＹＢでは企画段階から量産開始までを３
ステップの階層に分けた「三段階評価による製品・技術開発」を
進めています。また、開発された製品を要求性能・品質で安全
かつ効率的に生産するプロセスが構築できていることを評価
する「品質安全宣言」を重要視しています。

▶ 品質保証体制
　ＫＹＢは「製品品質」と「サービスの質｣の向上はもとより、これ
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東日本大震災から1年・・・
ＫＹＢにできること
　2011年3月11日に発生したマグニチュード９.0の巨大地震に始まる一連の｢東日本大震災に関連する災
害」は1年以上が経過した今でも、広域・多方面にわたり、生活や日本経済にさまざまな影響を与えています。
　継続して震災復興に向けて何ができるかを考え、行動につなげることが重要です。完全復興まではまだま
だ時間がかかる見込みです。一日も早い復興につなげるためには、KYBグループが復興に向けて同じ思いを
共有し、今できることを真剣に考え、行動を起こして状況の改善に努めていくことが重要です。

物的・人的支援の状況
　被災地への義援金は、従業員による募金と会社からの寄付金とを合わせKYBグルー
プ全社で6,300万円以上になりました。

　ほかにはKYBのソーラー投光器34台を岩手県へ送りま
した。そのうち30台は相模原市の姉妹都市である岩手
県大船渡市へ、残りは陸前高田市と釜石市に2台ずつ送
付しました。天気のよい昼間に約６時間充電で８～10時間
の照明が維持でき、30m離れた場所でも文字が読める、災害対策の製品です。
　　また、震災の翌日からは被災地に工場を構えるお取引先やお客様の工場復興に向けた支援チー
ムの派遣も開始しました。相模工場で油機製品を製造する現場のスタッフが中心となって、生産に欠
かせない部品の供給元の工場や、主要なお客様の工場の操業再開のめどがつくまで現地に泊り込
んで作業しました。
　調達部の担当者も、被災地のお取引先へ缶詰や見舞金を持参して足を運びました。
　今後もできる限りの支援を続け、日本全体の復興に向けてＫＹＢは支援活動を継続していきます。

　タイの自動車用油圧緩衝器の生産拠点KYB (Thailand) 
Co.,Ltd.(KYBT)が、チョンブリ県での操業１５周年を記念し
て地元の身体障害者団体に車イス１８８台を寄贈しました。
　KYBTは、長年お世話になっているチョンブリ県に企業
として何か貢献できることはないかと検討を重ねてきま
した。その中で、身体障害者の皆さまへ公的支援が遅れ
ていることを知
り、車イスをお
贈りすることを
決定しました。

ＫＹＢＴ（タイ）　
地元身障者団体に車イス
188台を寄贈

何か貢献できることはないかと検討を重ねてきま
の中で、身体障害者の皆さまへ公的支援が遅れ
ことを知
スをお
ることを
ました。

　KYBは、「東海大Le Mans Project」に協賛しています。
このプロジェクトは、次世代の工学技術者を育成する新し
い工学研究教育の試みとして東海大学で進められている
ものです。
　2011年は、中国で行われたアジアン ル・マンに参戦し、
トラブルに見舞われながらも22位で完走する実績を残し
ました。

小学生のわくわく工場体験が
実施されました

　毎年恒例の「わくわく工場体験」が2011年も７月８日に実施され、
地元の小学校5年生の子供たちが工場見学に訪れました。22名の
子供たちだけではなく引率の先生方も、「働くクルマ」ミキサ車の工
場見学に興味津々な様子でした。油機工場では自動で働く大きなロ
ボットが目を引いたようです。
　「震災の影響はありましたか？」「油機工場
のにおいは何？」などの質問が出ていました。

　岐阜北工場では、地元小学生と父兄が一緒になって普
段見ることのない生産現場や工場施設を探索し、さまざま
な発見を通じてモノづくりや働く人の姿を知ることを狙い
とした土田公民館主催の「キッズプレイ」が行われました。
　子供たちにとっては、見るもの触れるものすべてが驚き
の連続のようでした。「部品が流し素麺のように運ばれて
いて、おもしろかった！」「工場の外は広いのに中は暑くて
狭いんだ」等々のさまざまな感想が寄せられたほか、多く
の質問もいただきました。子供の目から見た素直な質問
に、工場の担当者が圧倒される場面もありました。
　岐阜北工場をはじめ、KYBの各工場では地元小学校の
社会科見学を積極的に受け入れています。

小学校・公民館主催
キッズプレイの受け入れ

が圧倒される場面もありました。
じめ、KYBの各工場では地元小学校
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　KYB製品体験会が開催されました。人財育成センター、
技術統轄部、事業開発推進部のメンバーが、家族や従業
員にKYB製品を紹介し、実際に操作や同乗試乗等の体験
をしてもらうことにより、KYB製品への理解を深めていた
だいています。
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共有し、今できることを真剣に考え、行動を起こして状況の改善に努めていくことが重要です。

物的・人的支援の状況
　被災地への義援金は、従業員による募金と会社からの寄付金とを合わせKYBグルー
プ全社で6,300万円以上になりました。
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付しました。天気のよい昼間に約６時間充電で８～10時間
の照明が維持でき、30m離れた場所でも文字が読める、災害対策の製品です。
　　また、震災の翌日からは被災地に工場を構えるお取引先やお客様の工場復興に向けた支援チー
ムの派遣も開始しました。相模工場で油機製品を製造する現場のスタッフが中心となって、生産に欠
かせない部品の供給元の工場や、主要なお客様の工場の操業再開のめどがつくまで現地に泊り込
んで作業しました。
　調達部の担当者も、被災地のお取引先へ缶詰や見舞金を持参して足を運びました。
　今後もできる限りの支援を続け、日本全体の復興に向けてＫＹＢは支援活動を継続していきます。

　タイの自動車用油圧緩衝器の生産拠点KYB (Thailand) 
Co.,Ltd.(KYBT)が、チョンブリ県での操業１５周年を記念し
て地元の身体障害者団体に車イス１８８台を寄贈しました。
　KYBTは、長年お世話になっているチョンブリ県に企業
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場見学に興味津々な様子でした。油機工場では自動で働く大きなロ
ボットが目を引いたようです。
　「震災の影響はありましたか？」「油機工場
のにおいは何？」などの質問が出ていました。

　岐阜北工場では、地元小学生と父兄が一緒になって普
段見ることのない生産現場や工場施設を探索し、さまざま
な発見を通じてモノづくりや働く人の姿を知ることを狙い
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　ＫＹＢは、2012年に開催される第67回国民体育大会（ぎ
ふ清流国体）・第12回全国障害者スポーツ大会（ぎふ清流
大会）にオフィシャルスポンサーとして協賛しています。
　ＫＹＢは、モノづくりが人々の笑顔につながる世の中の
実現を目指し、スポーツの振興を通じて健康増進、体力の
向上と文化の発展に寄与するとともに、国民生活を明るく
豊かにする国内最大のアマチュアスポーツの祭典に賛同
し、ぎふ清流国体・ぎふ清流大会を支援しています。

スポーツの祭典
「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」
への協賛

社会
貢献

技術
貢献

　ＫＹＢのハイロー
型コンクリートミ
キサ車が、日本の
科学技術の発展を
示す貴重な資料と
して、2011年度
「重要科学技術史
資料」（愛称：未来
技術遺産）に登録されました。
　これは国立科学博物館が「科学技術の発達史上重要な
成果を示し、次世代に継承していく上で重要な意義を持つ
科学技術史資料」および「国民生活、経済、社会、文化のあ
り方に顕著な影響を与えた科学技術史資料」として認定し
登録する制度です。
　練り混ぜ性能が高く、高品質の生コンクリートができる
強制攪拌方式のハイロー型コンクリートミキサー車は、日
本の高度成長期の建設ラッシュを支えてきました。東京オ
リンピックを境にその役割を終え、現在の傾胴型ミキサー
車へと移り変わっています。

ハイロー型コンクリートミキサー車が
「重要科学技術史資料
（未来技術遺産）」に登録

　岐阜南工場では、近くの介護老人保健施設と「災害活動
応援協定」を締結しており、毎年、合同防災訓練を実施し
ています。

介護老人保健施設との
合同防災訓練

地域
貢献

　ＫＹＢ岐阜南工場・岐阜北工場の近隣にある可児市立広
見小学校より依頼を受け、ＫＹＢ陸上部員が2011年2月の2
週間にわたり、体育の授業に先生として参加しました。そこ
では正しい走り方を教えたり、子供たちの体力増強、持久
力向上を目的とした授業を行い、運動することの楽しさや、
健康な体をつくるための基礎体力づくりを指導しました。

ＫＹＢ陸上部が小学校で
ペースランニング指導
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　ＫＹＢは、神奈川県相模原市に本拠を置く「S.C.相
模原」のオフィシャルスポンサーを続けています。
相模原市には、ＫＹＢの工場、研究所が所在し、多く
の従業員とその家族が生活をしています。S.C.相
模原は関東社会人リーグ一部に所属する、地元の
サッカークラブです。地元チームへの応援を通じ
た地域活性化、スポーツ振興を狙いとしています
が、地元チームに熱い声援を送る従業員にとって
も、明日への活力を得る機会となっています。
　工場イベントでは選手の方々にお越しいただ
き、選手と従業員との交流を楽しんでいただいて
います。

　ＫＹＢは従業員のコミュニケーションと、楽しみながらその技術の成果を発表し、競い合う場とし
て、「ロボットコンテスト」を開催しています。KYBグループのモノづくりの技術が生かされ、それぞ
れ独自のカラクリやアイデアを込めたロボットによって、白熱した試合が展開されました。第４回を
迎えた今年の課題は例年よりかなりレベルが上がり、ボールが載った難易度の異なる２種類のお
盆をロボットが取り、ボールを落とさないようにスラロームやバー課題をクリアします。そして、落と
さずに運搬できたボールを難易度の異なる3つのエリアから高さ1.5mのゴールに投げ入れて得
点を獲得します。スピードだけではなく、バランスと正確さが試される課題です。この難コースに今
年は全グループ会社の計16チームが参加し、その技術力を競い合いました。また、来場者数は経
営トップをはじめ、従業員とその家族合わせて約359名となり、盛り上がりを見せました。

従業員コミュニケーションと技術力の向上

第4回「KYBロボットコンテスト」開催！
楽しみながら、技術の向上を図る取り組み

地元サッカークラブ「S.C.相模原」に協賛
　「全社スポーツ・文化交流大会」が３年ぶりに開催されました。国内グ
ループ各社の仲間が一堂に会し、スポーツ８種目と技能オリンピック、明
治村散策のプログラムが実施され、ＫＹＢグループの親睦を図りました。
　スポーツ・文化活動や、にぎやかな懇親会の楽しい雰囲気の中で、各
拠点の従業員が交流を深め、仲間との絆を強めることができました。

【開催競技】
・軟式野球
・ソフトボール
・ソフトバレーボール
・サッカー
・ボウリング
・硬式テニス
・ゴルフ
・三輪車耐久レース
・技能オリンピック
・明治村散策

スポーツ・文化交流大会　

力向上を目的とした授業を行い、運動すること
健康な体をつくるための基礎体力づくりを指導

工場では、近くの介護老人保健施設と「災害活動
」を締結しており、毎年、合同防災訓練を実施し
。
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▶ 安全体感道場の開設

　ＫＹＢでは、従業員一人ひとりが、それぞれの能力を十分に発揮し、お互いを尊重しながら成長し合える、
安全で働きやすい職場づくりに向けて、さまざまな制度の制定や活動を行っています。

▶ 働きやすい職場環境の構築
　ＫＹＢでは、ライフスタイルの変化によるワークライフバラン
スの推進や多様性を生かした人財活用を促すため、働きやす
い人事・福利厚生制度や職場環境づくりに取り組んでいます。
　これらの課題について、労使による人事・福利厚生制度検討
委員会を設置し、従業員の多様なニーズにマッチした働きやす
い職場環境づくりを目指し、以下のようなテーマの検討を進め
ています。
①ワークライフバランスの推進
　・ 「仕事と家庭」の両立のための支援制度
　・ 女性活用推進
（育児・介護のため退職した女性従業員の再雇用など）

②多様なニーズにマッチした人事・福利厚生制度
　・ 社宅・独身寮の有効活用
　・ 選択制福利厚生制度（カフェテリアプラン） ▶ 労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）

　ＫＹＢでは労働災害の防止、労働安全衛生水準の向上を図る
ため、2003年度よりOSHMSの全社展開を開始しました。
OSHMＳは、危険・有害要因の評価をもとに、PDCAサイクルを
回すことで職場のリスクを下げる、「リスクの低減による職場の
安全衛生水準の向上」を目指しています。従来の安全管理から
一歩進んでリスクを減少させようとするこの管理手法の導入
が、多くの事業所で積極的に進められています。 ▶ 防災

防災訓練
　大規模地震などに備え、各工場
では本番さながらの防災訓練を
実施しています。

　安全体感道場は工場内のさまざまなシーンを再現して“安
全とは何かを学ぶ道場”です。実際の機械や設備を利用し、異
なるリスクを体感し、その防止策を行うという取り組みで、現
在、国内では社内４工場および関係会社１工場で開設していま
す。現在は海外拠点へも展開しており、2010年度のアメリカを
皮切りに、2011年度はインドネシアでも開設されました。
　安全教育は、座学教育だけではなく実践の場所と危険体験
の両側面から実施することが重要で、海外生産拠点でも安全
体感道場を開いて現場にある危険を体験し、また事故における
被害の大きさを理解することにより、現場の実作業での不安全
行為の撲滅を図っています。

▶ 高年齢者の再雇用
　ＫＹＢでは、定年退職後の再雇用制度として、豊かな経験とス
キルを持った人財の活用を目的とした、「シニアスタッフ制度」
を導入しています。
　本制度は、高年齢者雇用安定法により求められる以前の、
2000年４月より運用を開始しており、上限年令は制度導入当
初より６５歳と定めています。また、身体的・肉体的な負担や変
化に柔軟に対応できるよう、隔日勤務や時短勤務などの就業形
態を用意し、定年後の従業員のニーズに応えています。
　２０１１年度は、定年退職者の半数以上の従業員が、この制度
を利用して活躍しています。

▶ 技能五輪大会（若手の技能レベルアップ）
　技能五輪全国大会は、２３歳以下の青年技能者の技能レベル
日本一を競う技能競技大会です。次世代を担う青年技能者に
努力目標を与えるとともに、技能の重要性、必要性をアピール
し、「モノづくり」の大切さや楽しさを知ってもらうことを目的に
開催されています。

▶ 外国人雇用の推進
　KYBがグローバル化を推進していく上で、グローバルな視
点、マインドを持ち、より高い専門性と国際感覚を身につけた
人財を活用していくことが必要です。
　高い専門能力、語学力を持った人財として、日本の大学や海
外の大学を卒業した外国人を積極的に採用しています。

度
数
率
・
強
度
率

災害統計

OSHMS取得履歴

休業度数率
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看護師の中国拠点訪問

　2011年月8月2日～5日まで、健康管理担当者3名で鎮
江、常州、無錫の中国関係会社を訪問し、駐在員との面接、医
療機関の視察等を行いました。目的は現地の労働や生活環
境を把握し、健康支援につなげることです。
　生活環境では食事、住環境とローカル色が濃く、生活の困
難さを感じました。医療面は受診システム、救急対応等が日
本とはまったく異なり、駐在員の約８割が救急時への不安を
持っています。単身赴任者が多く、家族のサポートも得にくい
状況です。一方、そのような中でも積極的に異文化交流をし、
真摯に任務を遂行されている姿に、駐在員一人ひとりに会社
は支えられていると強く感じました。
　今回の訪問で課題も明確化されて
きましたので、今後一層のグローバ
ル化が進む中で、駐在員が元気に職
務遂行できるよう、海外との距離を感
じさせない健康支援を目指したいと
思います。

INSIDE

自衛消防訓練実施結果記録書

田﨑 佳那子人事本部

重点設備監査の実施

　KYB Steering(Thailand) Co., Ltd.（KST）の生産ライン
では設備が24時間稼動しています。
　以前、生産ラインの設備で小火災による事故が発生しまし
た。この事故は生産時間の損失につながっただけでなく、設
備の修理費用もかかり、大きな損失となってしまいました。
そのため、いくつかの設備の安全作業に関する部分を変更
する必要がありました。
　それ以来、私たちは事故を防ぐために「重点設備監査」を
通して恒久的な対策を取ってきました。毎月月末になると、
水位管理、温度管理、火災報知機、センサーシステムなどの
項目の安全点検を行っています。
　また、技術者と安全管理者により設備の特別チェックリス
トが作成されるなど、生産ラインの事故を出さない取り組み
を推進しています。これらの活動を通して、

　・ KST工場で事故をなくすこと
　・ 設備の修理と変更にかかる費用を削減すること
　・ 事故や小火災による時間の損失をなくすこと

を継続していきます。

INSIDE

 PrapatsaraKST（タイ）

　第４９回技能五輪全国大会は、全国から選抜された１，０６６名
の青年技能者が参加し、４０の職種に分かれ、ツインメッセ静岡を
主会場（旋盤職種は滋賀県草津市）とし、１７の会場において日々
鍛錬した技能を競い合いました。ＫＹＢからは昨年に引き続き旋
盤職種に人事本部人財育成センターの今井善勝が参加しまし
た。今年度は一定の基準（６０点以上）に達したため１級の実技試
験が免除となりました。
　技能五輪大会は、若手
の技能レベル向上に役
立つ有意義な大会であ
り、これからも継続的に
参加して人財育成に努
めていきます。 鍛錬の技で0.01mmの精度に挑む！

実際の作業や設備を
再現し、リスクを体感
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安全で働きやすい職場づくり
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▶ 安全体感道場の開設

　ＫＹＢでは、従業員一人ひとりが、それぞれの能力を十分に発揮し、お互いを尊重しながら成長し合える、
安全で働きやすい職場づくりに向けて、さまざまな制度の制定や活動を行っています。

▶ 働きやすい職場環境の構築
　ＫＹＢでは、ライフスタイルの変化によるワークライフバラン
スの推進や多様性を生かした人財活用を促すため、働きやす
い人事・福利厚生制度や職場環境づくりに取り組んでいます。
　これらの課題について、労使による人事・福利厚生制度検討
委員会を設置し、従業員の多様なニーズにマッチした働きやす
い職場環境づくりを目指し、以下のようなテーマの検討を進め
ています。
①ワークライフバランスの推進
　・ 「仕事と家庭」の両立のための支援制度
　・ 女性活用推進
（育児・介護のため退職した女性従業員の再雇用など）

②多様なニーズにマッチした人事・福利厚生制度
　・ 社宅・独身寮の有効活用
　・ 選択制福利厚生制度（カフェテリアプラン） ▶ 労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）

　ＫＹＢでは労働災害の防止、労働安全衛生水準の向上を図る
ため、2003年度よりOSHMSの全社展開を開始しました。
OSHMＳは、危険・有害要因の評価をもとに、PDCAサイクルを
回すことで職場のリスクを下げる、「リスクの低減による職場の
安全衛生水準の向上」を目指しています。従来の安全管理から
一歩進んでリスクを減少させようとするこの管理手法の導入
が、多くの事業所で積極的に進められています。 ▶ 防災

防災訓練
　大規模地震などに備え、各工場
では本番さながらの防災訓練を
実施しています。

　安全体感道場は工場内のさまざまなシーンを再現して“安
全とは何かを学ぶ道場”です。実際の機械や設備を利用し、異
なるリスクを体感し、その防止策を行うという取り組みで、現
在、国内では社内４工場および関係会社１工場で開設していま
す。現在は海外拠点へも展開しており、2010年度のアメリカを
皮切りに、2011年度はインドネシアでも開設されました。
　安全教育は、座学教育だけではなく実践の場所と危険体験
の両側面から実施することが重要で、海外生産拠点でも安全
体感道場を開いて現場にある危険を体験し、また事故における
被害の大きさを理解することにより、現場の実作業での不安全
行為の撲滅を図っています。

▶ 高年齢者の再雇用
　ＫＹＢでは、定年退職後の再雇用制度として、豊かな経験とス
キルを持った人財の活用を目的とした、「シニアスタッフ制度」
を導入しています。
　本制度は、高年齢者雇用安定法により求められる以前の、
2000年４月より運用を開始しており、上限年令は制度導入当
初より６５歳と定めています。また、身体的・肉体的な負担や変
化に柔軟に対応できるよう、隔日勤務や時短勤務などの就業形
態を用意し、定年後の従業員のニーズに応えています。
　２０１１年度は、定年退職者の半数以上の従業員が、この制度
を利用して活躍しています。

▶ 技能五輪大会（若手の技能レベルアップ）
　技能五輪全国大会は、２３歳以下の青年技能者の技能レベル
日本一を競う技能競技大会です。次世代を担う青年技能者に
努力目標を与えるとともに、技能の重要性、必要性をアピール
し、「モノづくり」の大切さや楽しさを知ってもらうことを目的に
開催されています。

▶ 外国人雇用の推進
　KYBがグローバル化を推進していく上で、グローバルな視
点、マインドを持ち、より高い専門性と国際感覚を身につけた
人財を活用していくことが必要です。
　高い専門能力、語学力を持った人財として、日本の大学や海
外の大学を卒業した外国人を積極的に採用しています。
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療機関の視察等を行いました。目的は現地の労働や生活環
境を把握し、健康支援につなげることです。
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備の修理費用もかかり、大きな損失となってしまいました。
そのため、いくつかの設備の安全作業に関する部分を変更
する必要がありました。
　それ以来、私たちは事故を防ぐために「重点設備監査」を
通して恒久的な対策を取ってきました。毎月月末になると、
水位管理、温度管理、火災報知機、センサーシステムなどの
項目の安全点検を行っています。
　また、技術者と安全管理者により設備の特別チェックリス
トが作成されるなど、生産ラインの事故を出さない取り組み
を推進しています。これらの活動を通して、

　・ KST工場で事故をなくすこと
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盤職種に人事本部人財育成センターの今井善勝が参加しまし
た。今年度は一定の基準（６０点以上）に達したため１級の実技試
験が免除となりました。
　技能五輪大会は、若手
の技能レベル向上に役
立つ有意義な大会であ
り、これからも継続的に
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Asia

海外でもISO 14001の認証取得をはじめ、環境保全、廃棄物低減、安全対策など
国内と同様に取り組んでいます。

家庭から始まる安全活動
　PT.KYBIでは、従業員家族を対象にした安全教育を行って
います。「パパ、ママに愛を込めて」というキャッチフレーズのも
と、従業員の家族約２５０名が参加して、安全道場の体験、生産
ラインの見学、交通安全教育の受講を通し、安全の大切さを学
びました。2011年度の「コスト低減と安全」という会社スロー
ガンを社内だけでなく家庭まで広げ、従業員の安全に対する
意識が高まることを期待しています。
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安全生産標準化
３級企業認定 

台湾
● KMT

ベトナム
● KMV
● TVC

マレーシア
● KMSB
   KSMSBインドネシア

● P.T.KYBI

タイ
● KYBT
● KST

中国
● KIMZ
● KHIZ
● KWT
● KLRC

　2012年2月、鎮江市安全生産
管理監督局より、書類および現場
審査、外部専門家による審査の取
り組みが評価され、安全生産標準
化3級企業として認定されまし
た。さらに2級企業認定を目指し
て今後も取り組んでいきます。

海外拠点長

チェコ
● KMCZ アメリカ

● KAC
● TSW

スペイン
● KYBSE
● KSS
● KAMS

ブラジル
● KMB

環境改善：廃棄物低減と作動油のムダを削減
　作動油とドラム缶の廃却を減らすために、作動油タンク（容
積60ｍ³）を新設し、2012年3月から使用開始しました。作動
油は2,000ℓ/年の節約、ドラム缶の廃却は2,000個/年を減ら
すことができます。

安全生産標準化活動展開：
総経理が代表して“安全生産推進個人”の
称号を受賞

　2011年3月に、KIMZはリスクの管理の強化、安全管理制度
の作成および見直し、生産設備および作業安全のリスクを検
査して低減するなどの安全生産標準化活動を展開し、2011年
9月末に新区安監局および専門家の審査を受け、安全生産標
準化に合格しました。この
活動の指揮をとった嶺川総
経理が代表して、鎮江新区
政府特別表彰を受け、“安
全生産推進個人”の称号を
いただきました。 

大切な地球環境を守ることは、
企業の一番重要な責任です。

　経済発展の高速化に伴い、人々の生活および環境は急激に変化
しています。快適な生活環境の構築のために、私たちが生きる上
で必要な地球環境に負荷を与えているのも事実です。人々の環境
を保護する重要性と緊迫性への認識が深まっている中、KWTも企
業責任を痛感し、産業廃棄物の発生を減らす取り組みに注力して
います。
　現場改善活動の事例としては、MOPED粗研磨工程の流れを最
適化し、磨削液の使用量と廃棄物を半分以下に減らすことができ
たことと、部品在庫の見える化を行
い、在庫の精度を確保し、出庫する際
部品が見つからないこと、数量確認
ができないことを防ぎ、運搬中の労
働強度を下げ、仕事効率の向上を実
現したことなどが挙げられます。
　今後も環境・安全に貢献できるよ
う、改善活動を続けていきます。

欧州企業の一員として、素晴しい自然を守るために
積極的に環境保全に取り組んでいます。

　欧州は各国で素晴しい自然が広がり、環境保全に対する積極的
な取り組みが行われているエリアです。
　ＫＹＢＳＥは１９７３年に創立された古い会社ですが２００２年にＩＳＯ 
１４００１認証を取得、欧州企業の一員として、さまざまな環境保全
活動を展開しています。
　２０１１年度は、水溶性塗料への変更，廃液自動処理装置の導入
のほか、全員参加の活動の推進を強化するために、新たに開設し
たトレーニングセンターに環境保全の基礎知識／安全の基礎知識
を教育するコーナーを設けて、従業
員への研修を行いました。
　今後も一層厳しくなっていくと予
測される欧州の各基準値に追随して
いくために、老朽化が進んだ施設装
置の計画的な投資計画を策定、実施
し、自然との調和を図るべく、さまざ
まな活動に取り組んでいきます。

海外の生産拠点

アジア ヨーロッパ

低解像度

 P.T.Kayaba Indonesia(P.T.KYBI)／
インドネシア

KYB Hydraulics Industry (Zhenjiang) Ltd.(KHIZ)／
中国

KYB Industrial Machinery (Zhenjiang) Ltd.(KIMZ)／
中国

郭 卯応
KWT　総経理

畠山 俊彦
KYBSE　社長
※現 岐阜北工場次長

作動油のドラム缶 作動油タンク

安全生産標準化の合格証

従業員家族との安全セミナー

安全生産標準化
3級企業認定証
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国内と同様に取り組んでいます。

家庭から始まる安全活動
　PT.KYBIでは、従業員家族を対象にした安全教育を行って
います。「パパ、ママに愛を込めて」というキャッチフレーズのも
と、従業員の家族約２５０名が参加して、安全道場の体験、生産
ラインの見学、交通安全教育の受講を通し、安全の大切さを学
びました。2011年度の「コスト低減と安全」という会社スロー
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環境改善：廃棄物低減と作動油のムダを削減
　作動油とドラム缶の廃却を減らすために、作動油タンク（容
積60ｍ³）を新設し、2012年3月から使用開始しました。作動
油は2,000ℓ/年の節約、ドラム缶の廃却は2,000個/年を減ら
すことができます。
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安全生産標準化
3級企業認定証
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岐阜南工場の横展開による切削油節減

KYB Hydraulics Industry (Zhenjiang) Ltd.(KHIZ)／
中国

　S&R/B加工機の切削油は日本の岐阜南工場と異なり、現在
も油性の切削油を使用しています。2011年春、KCHシリンダ
の増産のため組立2ラインを増設しましたが、このラインから
岐阜南工場で実績のある切粉圧縮機を導入しました。これに
より切削油（マーグプラスＬＡ-２０）の補充量を大幅に低減する
ことができました。

廃液置き場の改善
　ＡＢ系排水およびＣｒ系排水、アルカリ廃液は、工場外の屋外
に置いていました。雨天の場合や、コンテナから液漏れがあっ
た場合など保管状態に不安があったため、新たに廃液置き場
を設置しました。漏水が外に漏れ出さないよう溝とピットを掘
り、廃液毎の置き場も指定しました。

塗装工程の排液自動ろ過システム 

KYB Suspensions Europe, S.A.(KYBSE)／
スペイン

　KYBSEでは、塗装工程の前処理であるリン酸亜鉛皮膜工程の廃液に含まれる、ニッケ
ル、亜鉛の含有値を低減させ、法規定値を確実にクリアーするよう、ろ過システムを今ま
での手動式から自動式に変更しました。 
　この結果、タンク内のスラッジと排液が自動的に確実に分離され、排液は工場内で再
利用できるようになりました。 

切削油低減量（原単位）：450ml/本　→　50ml/本

切粉圧縮機 組立　Ａ・Ｂライン 組立　Ｃ・Ｄライン

手順書

改善前：手動システム

改善後：準自動式システム

置場の上は屋根
廃液別置場表示

液が外に漏れ出さないよう
溝とピットを設けました。

安全・衛生改善２０１１

KYB Steering Spain, S.A.（KSS）／
スペイン

　組立と加工ラインの踏み台は木材の

材料を使用していたため、時間の経過

とともに溶液の湿気を含み膨張し段差

が生じることで、従業員がつまずく原因

になっていました。そのため頻繁に交換

が必要になりメンテナンスコストも高く

なっていました。 

　そこで踏み台の材料をアルミに変更

しました。アルミは膨張せず、長く使用

でき、滑り止め入りペンキを塗り直して

再利用できるのでメンテナンスコスト

を節約することができます。これからも

安全・衛生改善とコスト削減に取り組ん

でいきます。

化学薬品消費量削減に取り組む製造エリア

KYB Advanced Manufacturing Spain, S.A.（KAMS）／
スペイン

　ＫＡＭＳでは、さまざまな化学薬品を水処理工場と塗装施設

で使用していました。水処理工場の工程に関する専門業者に

サポートを依頼し、工程の品質を維持しながら化学物質を削減

するための工程分析を開始しました。この見直しで化学物質の
使用を減らすとともに、保全時間の短縮にも取り組みました。
　その結果、工程から数種類の化学物質を取り除くことがで
き、水処理コストを25%削減することができました。この活動
はCO₂削減プログラムの一環であり、環境負荷を低減し、社会
に貢献することは私たちの使命であると考えています。今後は
水の消費量をいかに削減するかについて検討を進めていく予
定です。

KYB AMERICAS CORPORATION誕生

KYB Americas Corporation(KAC)／
アメリカ

　2011 年10 月1 日、北米インディアナ州の生産拠点である
旧ＫＭＮＡとシカゴの市販拠点の旧ＫＡＣが合併し、KYB 
Americas Corporation（略称ＫＡＣ）が誕生しました。
　今後、シカゴからインディアナへ市販の倉庫が移転され、北
中南米を統轄する予定です。これは世界的に厳しい状況であ
る製造業界において、前向きな団結力で勝ち抜き発展していく
ための戦略であり、その活躍には大きな期待を寄せています。
　新たな幕開けの場は、旧ＫＭＮＡでの恒例行事である「オー
プンハウス」。従業員とその家族が参加したこともあり、例年
以上のにぎわいが見られる中で執り行われました。新会社誕
生のセレモニーでは新生ＫＡＣの経営体制が紹介され、新たな
一歩を踏み出しました。

有害エネルギー分離
─ロックアウト・タグアウト手順の改善─

　保全作業の安全性の確保はすべてのＫＹＢ拠点が持つべき
責任であり、ここKACでも重大視しています。多くの保全作業
は設備からエネルギー（空圧、電気等）を抜き、設備が突発的に
動かないようにロックする必要があります。これを「ロックアウ
ト・タグアウト」といいます。
　今までKACでは一般的なロックアウト・タグアウトの手順で
設備保全を行っていました。しかし、これではまだ労災を発生
させていたことから、この手順すべてを廃止し、最初から作成
を行いました。
　そして873設備に対して
各々の手順書を作成しました。
見直しした手順書には重要
な情報を記載しており、設備
一台毎の安全
性を向上させ
ています。

America
Brazil

木材の材料

オープンハウス 新会社誕生セレモニー
アルミの材料
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